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　はじめに

　本州北半分の日本海岸の地形は一般にひかくてき

なだらかである。秋四帯の北部に位概する八鄭潟

のかつて水面下に没していたくらいの面積が日本海

に突き出しているのが男鹿半島である。

　地形灼には二F拓が進んでいる八邸潟と半島部とは

細長い砂堤でつづいており，半島の西側には本山，

真山，毛無山の通称男鹿三山が連り，i募接海に迫っ

ている。半島の菓側は寒風山が位証し，その山頂部

は草原状になっており，八郎潟との闘には湿地が点

在している。

　半島の船側の本山（716m），毛無山（673m），真

出（571m）は何れも流紋岩よりなる三つのトロイ

デからなる。東側の寒風由（355m）は火山であり，

安山岩からなる。半島西側の海岸線ぞいでは海蝕台

地状に海に接し，台地上にはマール起源の一ノ臼潟，

ニノ目潟，三ノ闘潟とよばれる円形の湖がほぼ東西

にならんでいる。

　気温は対島暖流の影響を受けて内陸部の秋田市よ

りやや高めで，年平均気漏は11℃前後と推定される。

降水璽は玉織約1600㎜で逆に秋田市より少ない。

　男鹿半島は農耕を中心として古くから人間の利屠

下にあり自然植生の残存している地域は西部山地と

海岸線ぞいにかぎられている。男鹿三山を中心とし

たブナ林も伐採が進み，他の櫃生も長い間に様々な

人聞の千渉下に変形させられて二次林，採草地，耕

地，耕作放棄地などに変っている。

　今圃男鹿半島の現存植生の概観と，燗々の植生単

位の把握，さらに殖生単位の具体的配分について知

るための期生図の作製が行なわれた。限られた条件

下の調査ではあるが，今までフロラ的な調査（望月

1966）しかまとまったものの出されていなかった男

鹿半島について賜物社会学的調査結果がまとめられ

た。

　資料の整理や現地調査に際しては多くの方々の援

助をいただいた。とくに一部罐物の間定と学名校正

には横浜国立大学教授北川政夫先生に御教示いただ

いた。厚くお礼申上げたい。また望月陸夫氏にも種

種御教示いただいた。ここに記して謝意を表したい。
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1　調査地域と調査方法

　現地野外調査は1970無7月および10月の夏期と秋

期の2回，一週間にわたって行なわれた。夏期の調

査では男鹿三出および寒風山の山岳地帯を，主に徒

歩によって植生調査が行なわれ，秋期の調査では車

を利用し，山地および低地，海岸地区の調査が重点

になされた。植生調査の対象は植生学上重要な自然

植生の他に，代償植生についても出来るかぎりの資

料を得ることに努められ，したがって自然生の森林

植生から踏跡雑草群落にいたるまで広く植生調査が

行なわれた。

　櫨生調査はブラウンーブロンケBraun－Blanquet

1964の植物社会学的調査方法によって行なわれ，約

300ケ所の群落の植生調査資料Vegetationsaufnah一

恥enが得られた。これらの多くの植生調査資料は植

物社会学的な手法，テーブル操作Tabellen－arbeit

によって群落単位：が客観的に抽出され，さらに隣接

地域の植生調査資料や関係資料と比較検討しながら

植物社会学上の群落単位である群集，その他の群落

が決定された1），7）。

　さらに，これらの決定された群集，その他の群落

単位にもとずいて縮尺1：50，000地形図上に男鹿

半島全域の現存樋生図が描かれた。現存植生図作製

にあたっては，主に現地において各群落の配分や具

体的な植生の広がりが把握されたが，未踏地域は航

空写真によって補足された。

入道崎

ρ

　　西黒沢

戸賀

。

三ノ目潟

oO一ノ開
ニノ目潟

繁一

加茂青砂
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真山57圃
鳥じ噂脚
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両舷倫
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Fig．1　男鹿半島概観図

　　　　モ｝bersichtskarte　der　Halbinse10ga
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II　　調査糸吉果と考察

1　植生概観

　男鹿半島の西端部は火山挫の真山・本山・毛無山

のいわゆる男鹿三山が位置し，その斜面は急傾斜で

～気に日本海におちこんでいる。したがって，この

半島の西海岸測は荒々しい岩礁地帯となっており，

台地状をなす岩礁地には塩沼地植生や岩礫地草本群

落の発達が見られる。また半島の南部，および西部

は暖流の対島海流に接しており，気候的には欄物社

会学的植生区分でいうブナクラスにほぼ属する冷涼

な裏田本多雲気候であるにもかかわらず，常緑広葉

樹のヤブツバキの群落がこれらの沿岸部に数ケ所

にわたって点在しており，暖流の直接的影響が現わ

れているといえる。しかし，西海康から突出する男

鹿三山の斜面は急傾斜に加えて岩礫が露出し，また

海岸からの強い季節風を直接受けている。そこでは

カシワ林やエゾイタヤ，シナノキ，ミズナラ，ある

いはケヤキなどによる風衝型の夏緑広藁樹林によっ

ておおわれており，とくに由頂部においては風衝樹

形が著しく，一部ではミヤマナラの低木群落が見ら

れる。とくに風の通り道にあたる鞍部ではトウゲブ

キ，キリンソウ，トウキなどによる風衝草原が兇ら、

れ，綿羽高山草原ともいえる草原状態とならている6

この草：原をかこむように，ミヤマビャクシンやスギ，

あるいはミヤマナラの蟻生低木林が発達している。

しかし，この男鹿三山の山頂部を境にして東斜面は

比較的緩い斜面で由すそを広げており，したがって，

その地形的要因から船生はさまざまな入潮的影響を

受けやすく，そのほとんどは代償植生によっておき

かえられている。すなわちう山地を中心にスギの人

工林，クロマツの人工林，あるいはコナラの雑木林

が広がっている。また，玩隣地や低地では畑作地や

牧麗麗として利用きれている。現在ではブナクラス

の代表的な自然林としてのブナ林はわずかに，男鹿

三山の山頂部附近に残されているのみである。

　また半島の基部にあたる東側には安山岩よりなる

洪積世以後の比較的寓しい火山である寒風山（355

m）が突出している。寒風山は植生の歴史も比較的

浅く，旧火口部では巨礫がおりかさなり，火山岩野

地嫡生としての低木を主とするマント群落が発達し

ている。この火口部を除いて由塊都は人為的影響も

加わり，現在ではススキやシバを主体とする山地草

原となっており，広大な開放景観を形成している。

山麓都は，アカマツ，クロマツの槌林やコナラの雑

木林などの代償楠生によって占められている。また，

男鹿三山と寒風山の二つの火山群による火山灰台地

や沖積低地はほとんど畑作地，水田あるいは宅地な

どに利用されており，そこでは植生における遷移段

階初期の一年生雑草群落が占めている。半島基部，

東南部には砂州が発達し，その後方から八郎潟の周

囲にかけて広く低望地が発達しているが，現在では

そのほとんどが湿田として利用され，一部にヨシを

主体とする湿生植物群落が点在するにすぎない。

2　樋物群落単位

A　夏緑広葉樹林　Sommergrune　Laubwalde「

ユ）ヒメアオキーブナ群集

　　AucubQ－Fagetum　cren＆tae
　裏日本多雪地におけるブナクラス域の代表的夏緑

広葉樹林のブナ林は，男鹿半島においては，すでに

男鹿三山の山頂部にわずかに残されているのみであ

る。群落高が10mを越える群落内では四層群落に発

達しており，上層の二層（高本第一層，高木第二層）

はブナ，ミズナラをはじめ，ハウチワカエデ，ベニ

イタヤ，シナノキ，コシアブラ，ホウノキなど多く

の夏緑広葉樹で占わられている。

　第三層の低木層にはオオバクロモジ，オオカメノ

キ，ミヤマガマズミ，アオダモ，ノリウツギなどや

はり多数の夏緑広葉樹で構成されている。同時に，

裏日本多雪地域の指標種（群団標徴種）である常緑

の低木類のヒメモチ，ハイイヌガヤ，ハイイヌツゲ，

エゾユズリハ，ヒメアオキやさらにチシマザサ，ク

マイザサの比類もこの低木癩に繁茂しており，この

ことから男鹿半島のブナ林は裏臼本型のヒメアオキ

ーブナ群集に含められるものと考えられる。最下層

の草本魍にはシラネワラビ，シノブカグマ，ミヤマ

イタチシダ，オシダなどのシダ類が多く，比較約多

湿なヒメァオキーブナ群集の一特徴を示している。

　毛無山山頂部緩斜地においては，林床にチシマザ

サの密生する群落高12－20mのよく発達した群落

が見られる。この群落は典型亜群集としてまとめら
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れた。また本山の山頂から毛無山の山頂部，および

斜面の一部ではシラネワラビ，オクエゾサイシン，

シノブカグマ，コシアブラ，トウゲシバ，ユキザサ，

ミヤマカタバミを区分種としてシラネワラビ亜群集

が認められた。これは基盤が火山岩の岩盤上に有機

土壌が比較的厚く推験した安定地に存在する。しか

し，比較的強い風衝を受け，樹高は10m程度のもの

が多い。それに対して海岸側西斜面部では土壌の堆

積も少なく，母岩の露出部も随所に見られ，さらに，

海からの強い風衝をも受けており，ここではムラサ

キヤシオ，ヤマツツジ，アクシバのツツジ科植物や，

ミズナラ，ミヤマガマズミ，シシガシラなど貧養地

生の種群が混生しており，後述されるミズナラ亜群

集と共通の種群を含み移行帯ともみられるミズナラ

変群集が認められる。

　毛無山のブナ林は前述のチシマザサの密生する典

型亜群集の他に，アクシバ，ミズナラ，ミヤマガマ

ズミ，ミヤマカンスゲ，シシガシラ，アオダモ，オ

オカニコウモリ，チゴユリ，ムラサキヤシオ，ホウ

ノキを区分種とするミズナラ亜群集が認められる。

これは同じ裏B本型のブナ林であるマルバマンサク

ーブナ群集の標旗種および区分種である立込地生の

ミズナラや，ツツジ科植物を多く選んでいる。これ

らの種群は立地が貧乏地であるということの他にブ

ナ林が伐採などにより極度に狭ばめられてきて人為

的影響を強く受けているところに，風衝作用が相乗

じて侵入混生してきたことも考えられ，二次林的傾

向も強い。このミズナラ璽群集は典型変群集および，

フジ，トガヒゴタイ．エゴノキ，．アキノキリンソウ，

サルトリイバラで区分されるブナの萌芽林であるフ

ジ変群集，および谷部のヒメアオキ変群集（ヒメア

オキ，エゾアジサイ，イヌドウナが区分種）が区分

された。これらを倉むミズナラ亜群集がもっとも広

い面積を占めている。

2）クマイザサーミズナラ群落

　Sasa　8eπαηε蔵8－Q冠eTC㍑8魏・π9・’どca　var．87。88e－

　8eγヅa置a－Gesellschaft

　半島西部に位罎する流紋岩よりなる真山，本山，

毛無山の山頂部から日本’塾側の西斜面を中心に広が

る夏緑広葉継林である。この群落は山頂部ではヒメア

オキーブナ群集あるいはミズナラースギ群落に接し

ており，西斜面下部にあたる海岸近くではエゾィタ

ヤーシナノキ群落に接している。山頂付近では西方

からの卓越風により高木層を占めるミズナラは盃状

樹形をなし，樹高も10m以下のものが多い。

　群落構成はヒメアオキーブナ群集に類似しており，

高木層はミズナラ，シナノキ，ハウチワカエデ，イ

タヤカエデなど，低木層もガマズミ，オオバクロモ

ジ，オオカメノキ，ムラサキシキブ，ウゴツクバネ

ウツギなど多くの夏緑広葉樹によって構成されてい

る。また低木層にはヒメアオキーブナ群藥と同様に

裏日本のブナ林を特徴づけているハイイヌガヤ，ハ

イイヌツゲ，ヒメァオキなどの常緑性低木やチシマ

ザサ，クマイザサのササ類が多く混生している。こ

のことからもクマイザサーミズナラ群落の上級単位

はチシマザサーブナ群団に属するものと考えられる。

　チマキザサーミズナラ群落は毛無山中腹以下の風

衝地ではミチノクホンモンジスゲ，フジ，シュロソ

ウ，エゾイタヤカエデ，ミツバウツギなど後述され

るエゾイタヤーシナノキ群落の構成種を多く含むミ

チノクホンモンジスゲ下位群落が認められ，男鹿三

山を広くおおうミズナラ林はおもにスギ下位群落と

してまとめられた。このスギ下位：群落は真由および

本山を中心に広がるミズナラ林で，もっとも広い面

積を占め，山頂部近くでは強い風衝を受けている。

スギ，ミヤマカンスゲ，アオダモ，ホウノキ，トチ

バニンジン，ミヤマガマズミ，ミヤマイタチシダ，

ノリウツギで区分され，低木麟にスギの若木が密生

しているのがしばしば見られ，一部ではスギが50％

以上の植被率を占めるところもある。これらのスギ

の密度の高いところは一般に急な傾斜地であること

が多く，将来高木層にスギの卓越する森林に発達す

るものと考えられる。ミチノクホンモンジスゲ下位

群落もスギ下位群落も，ともにこれらのミズナラ林

はかなり二次林的傾向が強く，出現種数も平均48種

とブナ林（平均30種）よりやや多い傾向にある。ス

ギ下位群落はさらに次の二群落に下位区分された。

明らかに二次的な若いミズナラ萌芽林はウリハダカ

エデ，クリ，アワブキ，ヤマウルシ，ヒメアオキ，

ハナイカダ，ハエドクソウで区分される群落にまと

められた。また，それに対し群落高は風衝のために
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6～10mと比較的低いがよく発達した劇然植生に近

いミズナラ樽はハイイヌガヤ，ヒメカンスゲ，チシ

マザサ，ツルアジサイ，ウゴツクバネウツギ，ナナ

カマド，オシダ，ハイイヌツゲなど多くのブナ林構

凹2♂『愚1懲／．．．

　成貿および貧養地指標種によって薩分され，とくに

　スギが低木層に占める被度がiゴ1いのが特徴的であり，

　将来商三層にスギを混じえるミズナラースギ群落に

　移行する群落と考えられる。

理

　　　　　　　　　　　懸轟響霧

　　　欝　　　　．譲　簿

　　　　　　　　　　　　　興
　験灘．総　べ聯
　　　　　　　　　ぎ　　　　　　　　み

耀礒細鱗
　．議　懸蔚載射、…

　　　糠醜撒冷

熱懸垂．灘羅
　　お　おやぎ

Phot．1　本由・臭鋤の山頂部のクマイザサーミズナラ群落，強い風衝によって樹形はわい熱している。

　　　　　Sa8a　seπaηe7zε‘ε一Q駕ε7『c㍑ε　ηzoπ80ご∠ca　var．　87088esθ77a雄一Geselischa‘t　auf　der　Oberte難　des

　　　　　Berges慧onzaa，　Shinzan．　Durch　den　starke轟W｛ぬd　verk芭npfen　der　Stammen．

3）エゾイタヤーシナノキ群落

　湾。εア？πoηovar．9強わγa－丁泥‘aブapo窺ca－Gese1－

　lschaft

　男鹿三山の山塊が直接海に面する西側斜面は東側

斜面にくらべてきわめて急傾斜をなし，海岸は険し

い断崖ないし岩礁地形となっている。この日本：海に

醸した西斜爾は火山性の岩盤，岩礫が路出しており，

貧養な土壌条件を有し，また冬季の北酉向きの雄節

風をはじめ海岸側からの直接の風衝を強く受けてい

る。この風衝をもっとも強く受ける突出した地形を

なす斜面にはカシワの低木林が成立している。カシ

ワ群系の後方や，海岸線に近い斜面に主にシナノキ，

ミズナラ，エゾィタヤカエデなどの夏緑広覧樹の優

占する森林群落の発達が見られる。

　海岸線近くの前紘部では群藩、12m程度の緩生林

となり，やや風衝の膿められる内陸部では8mの群

落高となっている。緩生林では低木層と講本届の2

層群落を構成しているが，内陸劇の樹i、ξの高い群落

では荷木魑，低木顧，草本騒の三層に分化している。

しかし，一般に低木層は貧弱でほぼ二層群落の様桐

を呈しており，さらに内陸部に見られる三層ないし

四1藩に階顧分化するクマイザサーミズナラ群落とは

明らかに区別される。

　．ヒ顧の石木ないし低木層はシナノキ，エゾイタヤ，

ミズナラ，ツノハシバ㍉ガマズミ，サンショウ，

ムラサキシキブなどの離縁広聴樹で構成され，シナ

ノキ，ミズナラ，エゾイタヤが高い躯被率を占めて

いる。しかし，この群落の全出現種数に対する木本
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翻、灘年回．懸盤織留　強　　　解鰍
　　　鯉幡羅．聾羅繕轟雛
r鐡羅。糞　　饗鐡叢、撫、・設蓼簗漁

　　　　　　　　　　　“、醗籔　　　　　・　　　　腸　　　　　　㍗難　　難

1灘灘難騨醗欝隠蟹陰膳馨難鍵　鯵
　　　　　　　　　　灘盤聾総懸慧灘ll灘

　　　　　　　　　　　　　がじ　　　　　　　　　じ　　　　　ヨ　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げ　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　’再翻

Phot．2　毛無山の風衝ミズナラ林（クマイザサーミズナラ群落）林床にはスギの実生が多い。

縫i費

雛魏蓼

1）urch　s宅arken　Windstoβzeigt　schereξormlge　Physiognomie　der　Q冠θγcuε肌。πgoご‘ca　var．

870sεeseγアa直a－Wald（8asa　seπaηeπε‘8－Q㍑eγc㍑ε7πoπ80’‘ca　var．8デ08εeseTγaεa－GeseUschaft）

1m　Waldboden　kommen　mehrere　Keimlinge　der　Cγツμo皿eγぬゴapo幅ca　vor．

類の割合は27％にすぎず，その他の7暴言似上が草本

植物およびツル植物によって構成されているのが特

徴である。これらの草本植物は後述のトガヒゴタイ

ーカシワ群落と共通する種群が多い。ミチノクホン

モンジスゲ，キバナイカリソウ，ヒトリシズカ，ツ

リガネニンジン，アキカラマツ，センニンソウやタ

ニセリモドキなどの常在度が高く，これらの種群に

よって内陸部のクマイザサーミズナラ群落およびヒ

メァオキーブナ群集と区分される。また隣議するト

ガヒゴタィーカシワ群落とはカシワを欠くこと，群

落を構成している夏緑広葉樹の種類数が多いことで

区別される。しかしシナノキーエゾイタや群落は隣

接群落との区分種は多いが，標徴種となる種群に乏

しく，シナノキ，エゾイタヤの難度が高いこと，階

相が木本層，草本層の二層群落を形成することが特

徴としてあげられる。この群落は主に蓑日本北部の

海岸地帯（主に岩縫地）風衝地に点在しており，群

集レベルの群落と考えられる。

4＞ミッバウツギーケヤキ群溶

　S君apんツごeaδ冠飢a♂（オa－ZeJんoγa　8eγ7a諺a－Gesell－

　schaft

　エゾイタヤーシナノキ群落と隣接して斜面下部に

とくに渓谷部にそって発達する夏緑広葉樹林である。

相観的に帯状のケヤキが高難度を占めていることで

試織される。

　鱗木層は7一・15mに達し，ケヤキがもっとも高い

難度を示し，エゾィタヤ，エノキ，ミズナラが散生1

している。一般にケヤキの優占する森林はブナクラ

スの洪積台地斜面下部やヤブッバキクラスの洪覆台

地斜面，および沖積低地にも見られる。しかし沖積

低地ではやブツバキクラス域，ブナクラス域におい

ても多様な土地利胴が盛んであり残存林分は多くの

場合きわめて狭く，またケヤキは建材として植栽さ
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れることも多く臼然の群落単付の把握か園難であり

明確ではない。洪積台地上でのケヤキ林はヤブツバ

キクラス域での森林植生としてすてにいくつか発表

されている。しかし，フナクラス域の下部において

も，やはり急傾斜地や，やや崩壊哲のある岩礫地の

斜懸下部などの類似する立地にケヤキ林か各所に見

られる。これらの林は一応ミツバウツギ，イヌワラ

ビ，ハシドイ，クロウメモドキなどの蒸熱指標種や

ケヤキを区分種としてミツバウッキーケヤキ群落と

してまとめられている。この群落の生懇懇は急傾斜

地てあるのにもかかわらず，上部からの⊥砂の流入

や地下水の診出で比較的富養て，懇懇を保っている。

　また君礫か突出する立地で1よキリンソウ，イワテ

ンタやヒキオコン，アキカラマツ，ヤマニカナ，キ

ツ冬カヤ，ノユクサをlx分譲とする群落かト位［x分

された。これらのケヤキ林は気候的な懇懇）≦分てあ

るブナクラスとヤブッバキクラスの画森羅・域に渓谷

沿いにまたがる，急傾斜地および急傾斜叢叢地とい

轟一斗嚢7灘　鞭隷
　　　霧　　　　　鴛轍灘　　　N

　　　　　　　　　　まぬ　　　ががゲぱ　　　　　

　　　疑賊難一難
　　　　　　　牌　　　　　　　　饗

麟
贈

舞紫

嚢

窺

　　　　　　　．　　　　　　　。嚇
　　　，　許か㌦．£　　憲著
　　　　ぎ　　　　ド　　　　　　　　　　へ　　　ぐ　　　　　ん

　　・争矯㌻響㍉蜘認㍗餓・夢
　　・帆　　　　　　　　㌦．爆

　　　　　　　　　　　　蕩撚

懸欝蒙　輪
磁

鱒

雛魂
謡灘一

う土地的条件に銚分される森林域といえる。したが

って林床は気候的区分域のちかいによって大きく左

右され，とくにブナクラス域におけるこれらのケヤ

キ林の林床は多くの苧木種によって占められている

のか一般的である。男鹿半島におけるミツバウッギ

ーケヤキ群落は全出現種数の70％以上を装本および

ツル植物か占めており，懇懇率もまた難いのが特徴

てある。

5）カスミサクラーコナラ群落

　P欝欝ε肥γεcππda－Q膨θヅ。冠88eグγaεa－Gesellsch－

aft

　男鹿半島内部に位摺する男鹿三1由の稜線を境に：半

島の東那地域ては比較的起伏のゆるやかな叢叢地か

ひろかり，、冠叡こ熱した様々な｛地利用か盛んな地

域てもある。したがって現存する榊生もそのほとん

とが代償難生によって置きかえられている。この臣

陵地は主に薪炭林として定期的に伐採，利用されて

麹・撫

凱似
山霧

　驚

日嗣 鰍

　　　轍
鞭簸

琵、

・瀞　　浮

繋

撚

薩

雛
哲撫

　雛

鞭灘

甕琵．

離聾聯辞 蒙説

欝恥

　　　　　　韓　　　　　　　．義類規　　溺

PhQt　3　半島西部海岸の谷部を申心に広がるミッバウソギーケヤキ群落

　　　　　8置ap／Lツごθa　6μ糀a♂da－ZeZんoγa　6erτa8a－Gesel圭schaf記　1轟　der　Talen

豊縷～

駿再

鞠

馨

　　欝　　嚢磁

　獲灘　騨溺♂
　潮齢

　　　　鋤

華i萎
　　　　　　　　　　　が

　や蕪螺翼κ

轟　　難

鍔讐

毒婁．

滋．

離

渤騨野

赫　夢羅茅

爾試
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影

　　帰鰯

．　　鐵翻雛一難、　羅蘇舞撒囎語義藝．
　　Ψ　　覇㈹　伽総㈹。　辞　　　　　　　醐
　　　　　牢　　汎　漁　　　　　　　”　　　纒脳唱

　　　　　　　　　脇　　　　羅

　　　　　　　獣　　　　　　　　　　　　　　　　　　鍮膿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　影
　　　　　　　　　　　　　　　　　　や　　　　　　　　　　ゆ　　　　脚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繊∫遡

　　　　　　　　　　　　　　　　侮　　　　　　　　　　　　　　　　7
　　　　　　　　　　　　　　　㌍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　魁　　　　　　　　　　　　　　　　　謁　隣

Ph帆　4　半島西部の海岸に面する由地帯では，森林伐採後にも再びケヤキが萌芽してきている。

　　　　　Verユungte　Zε’んoγa　seπa頗Rach　W麟dgeschlagen　m　der　westllchen　Te玉ien　der　Halbln～el　Oga

きたコナラを‡俸とする夏緑広葉樹林で占められて

いる。群落‘i毒はS～6搬と低く，局木層はコナラ，

カスミサクラ，エゴノキ，クリなどが主体で，低木

においてはカマスミ，ムラサキシキブ，オオバクロ

モ〉，タニウツギなど多くの夏緑広葉樹て占められ

ている。また林内か明るいことと下草刈りなど人為

約影響などにより林床はヒカケスケ，ニノノホンモ

ンシスゲなど陽地生のスゲ類やサルトリイバラ，ア

キノキリンソウ，モミジイチゴなど草原生の草本難

物が多く，他地域てのコナラ林と林内構域は酷似し

ている。

　関東地方におけるコナラ林はシラカシ林域のクヌ

キーコナラ群集，シイ林域の鍵盤ノバリーコナラ群

集が報告されている。男鹿半島ては懇懇本のブナク

ラス域のコナラ林としてヒメアオキ，ハイイヌツケ

など災日本多雪地の常緑性の低木類やチマキササ，

オオバクロモソを表日本のコナラ林に対する区芳種

とし，またクマイササーミスナラ群落とはコナラ，

カスミサクラ，タニウツギ，ミチノクホンモンシス

ケを区分種としてカスミサクラーコナラ群落として

まとめられる。カスミサクラーコナラ群落は婁日本

多難地のブナ帯，おもにヒメアオキーブナ群集域の

山地，低山地に広く認められる。

B　常緑広葉樹林

　1mmergrune　Laubwalder

　北上する対島海流は日本海に突熱する男鹿半島に

接近し，この地方を内陸部に比較して温暖な気候に

している。このことは秋田市の年平均気温かユ07℃

てあるのに対し，半島の突端部入灘崎では1L8℃と

なり，また冬季の月軍均気漏の最低期においても前

者が1月に一U℃になるのに比し，後者は2月の

07℃か最低てあり温度的にもうらづけされる。男雛

半島においては西侮岸の畠，椿の両部落などに見ら

れるヤブッバキ群落が唯一の常緑広葉樹林てあるが，

いずれも小面積てあり，森林といえるまてに発達し

ていない。しかし，すてに知られているようにブナ

林の下限は暖かさの指数85。が境界といわれ，また
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カシ林の存続の．ヒ限は寒さの指数一10～一15。が境

界とされている。これら・の数f直にそってみたとき，

秋鐵市では86。一一18．0。とほぼブナ林域に属するの

に対し入道崎においては92．6℃，一U．ユ℃とカシ類

の生誉をも許容する範圏にあるといえる。さらにタ

ブ林の自生北限地が山形・秋田爾県境付近の吹浦，

青森県の西海律にまで及ぶことから，男鹿半島の海

岸部では，タブやヤブッバキを主とした常緑広葉樹

林の成ウニも十分畷能といえる。しかし，現在男鹿半

腸においてタブノキや常緑カシ類の残存林が見られ

ないのは，一つには西海岸地帯は慌々しい岩礁地帯

でありこれが一気に山地につらなっている，地形的

嘉月がはたらいていると考えられる。

6）　ヤブツバキ群落

　Ca飢e〃どa／aρoη‘ca－Geseilschaft

暖帯林の構成種であるヤブッバキが常緑広葉樹林

域の北限付近においては3．5～7mの低木～距高木林

を形成する。秋田県・男鹿半島の椿山のヤブッバキ

群落地は国の天然記念物（大正ll年！0月指定）とし

て有名である。もっとも，ヤブッバキ群落の最北限

は青森県の西海岸魚島および夏泊半島にまで至って

いる。

　男鹿半島では対島暖流の影響を受け，半島南部の

椿部落の能登山という日本海にのぞんだ小丘にまと

まった群落がある。低木層はヤブッバキが密集した

枝を広げて生育している。樽床は人に踏まれるなど

やや人為的影響がみられ，ヤブコウジ，キズタ，ジ

ャノヒゲなどの草丈の低いヤブッバキクラスの標微

種がかろうじて生育している。しかし，群落構成鍾

はむしろミズナラ，ハウチワカエデなどのミズナラ

ーブナクラス域の標徴種の方が多い。とくに半島北

部の西黒沢のツバキ群落は直径30cmlこ達する大木の

集まりであるがヤブツバキ以外のヤブツバキクラス

域の標置鍾をまったく欠いている。

C　風衝低木林　Windst・znieβe牌ald

7ノ　トガヒゴタイーカシワ群落

　Sa㍑88雄caηゆPO箆‘ca　var．皿雛a？πaε8厩一Q冠e7C冠8

　4eπεaオa－Gese玉1scha£t

　海に面した，風の強く当たる斜面に生育する落葉

広葉樹の自然の低木林である。群落の高さは21n内

外であるが，風が弱まるところで1ま4漁に達する。

群落は低本層と草本層の2顧をなし1低本層は80～

90％の面恥被率で，枝葉を密生したカシワがその大

都分をしめる。まれにエゾイタヤ，ヤマグワが混入

している。群落の上爾は風衝のためきわめて斉一で

ある。草本層には高声の多年生草本植物，例えばタ

ニ目配モドキ，オオアキノキリンソウ，トガヒゴタ

イなどが高い常在度で鑑育し，さらに木本姓つる植

物のミツバアケビ，サルトサイバラ，ツルウメモド

キなども見られる。出現種数は平均35種である。

　現在まで報告されたカシワ林の種組成と男鹿半島

のカシワ群落とを比較すると，ミチノクホンモンジ

スゲ，トガヒゴタイ，カラフトニンジン，タニセリ

モドキなど多くの林床の草本植物によって男鹿半島

の群落は特出づけられ，トガヒゴタイーカシワ群落

にまとめられる。この群落はさらにオオヨモギ，オ

クトリカブトなどの高士華原の種の多い群落とシナ

ノキ，ミズナラなどの高木の幼樹やヒトリシズカ，

キバナイカリソウなどの種類で区分される群落とに

下位区分される。

　群落の立地条件は，海岸線にそって，ひかくてき

安定した，しかし基盤が岩礫塘である乾生の貧養な

土壌である。斜面の傾斜は10～20。の範囲内にあり，

方向は西または北面である。したがって，海風とく

に冬季の頭北季節風が卓越するきわめてきびしい立

地といえる。カシワ群落の前面にはオオヨモギー一

点イタドリ群落が帯状にふちどり，さらに，海浜植

生へと移行する。風背側はエゾイタヤーシナノキ群

落に緩する。したがってカシワ群落は機能的な面で

は風背側の森林にとってマント群落となっている。

　群落の分叡ま男鹿半島ではあまり広くはない。半

島西部の臼玉海に面したかもめ島付近にまとまった

群落が分訂し，さらに男鹿温泉付近にもわずかに分

布する。

　カシワが優占する海犀林は日本列島では，北海道

南部，津軽半島などですでに摘出学的な報告がなさ

れている。津軽半鵬では砂「モ地帯にもカシワ群集が

広大な直！積をしめているのが見られる。しかし，カ

シワは必ずしも海岸林としてではなく，海風の影響

のない内陸地でも二次林や草陳内にも先駆的に発達
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する。

8）　ミヤマナラ群集

　Nanoquercetum
　裏日本多雪地域におけるブナ林域の高海抜風衝地

では，ミヤマナラの低木群落が分布する。ミヤマナ

ラはミズナラの変種でブナがもはや生育できない，

きびしい環境でおきかえ群落としての位鷹をしめる。

　今日，男鹿半島の本山～毛無山の屋根部に認めら

れたミヤマナラ林は，高さが2～3m内外であって，

低木層に幹の屈曲したミヤマナラが被度3～4で密

生している。さらにアオダモ，ハイイヌガヤも多く

混生している。草本層にはヘビノネゴザ，ミヤマワ

ラビなどの夏緑野のシダ類，マイズルソウ，オクエ

ゾサイシン，チゴユリなどの地中植物が多い。

　男鹿半鶴のミヤマナラ群集は，ヒメノガリヤス亜

群集とチシマザサ亜群集に区分された。前者は，ト

ウゲブキ，ススキなどススキ草原の種類が多く，群

落高も0。3－1，5mである。これは本山から毛無山に

かけての鞍部のもっとも風の強く当たるところに分

布する。後者は風の影響をあまり受けない斜面部に

位置し，群落高も3～6mに達し，ミズナラ林と共

Tab．　9　ホッッジーミヤマビヤクシン群落

通種が多い。

　群落の立地は海抜660mで一般に西向きの屋根筋

で5～10。のかん斜面である。

　したがって立地条件がもっともきびしい，しかも

弱い植生域であることが云える。

9　ホッッジーミヤマビヤクシン群落

　τ吻θ孟a♂eぬp認。晩言α一」癩peγ鴛scん」πeπ8ピ8

　var．8aγge旭記一Gesellschaft

　本山山頂部では西方からの車越風が強く，森林植

生内のミズナラやスギは盃状樹形をなし風衝低木林

の様相を呈している。殊に本山と毛無山の闘の鞍部

は風の通り筋にあたり，もっとも強く風を受ける西

側斜面には風衝低木林や風衝草原が発達し，かなり

広い面積をしめしているのが見られる。ボツツジー

ミヤマビャクシン群落もこの風衝地にあり，群落高

わずか50cmほどのミヤマビャクシンがホッツジを混

生した均質な野性群落でカーペット状に稜線近くの

斜面に広がっている。基盤は30～50cm大の火山岩の

礫地であり，低木類の下部には蘇苔および地衣類が

一面に繁茂している。

Tγピρε‘αZe‘a　paηど。冠’aεa　rノ㍑π‘peγ鴛8　cんδηθπ8‘8　var．　8a7『geη孟ごどく｝esellsehaft

Exposition　：

　　　　　りNeigung（。）　：

H6he　d．　Vegetation（cm）

Deckung　d．　Vegetaもio義（％）

Artenzahl　　＝

方　位

傾　斜

植生の高さ

植生の植被率

出現種数

Trem｝arten　d．　GeseHschaf記

　　Junipe℃us　chiner｝sis　var，　sargentii

　　Tr三petaleia　pan1culata

　　Athyrium　yokoscense

Begleiter　　：

　　Rhodo（至endron　kaempferi

　　Lonicera　strophiophora

　　Soli（圭ago　virga－aurea　var．　as三aもica

　　Calamagrostis　hakonehsis

　　Frax…nus　lanug三nosa

群落区分種

　ミヤマビヤクシン

　ポツツジ

　ヘビノネゴザ

随伴極

　ヤマツツジ

　アラゲヒヨウタンボク

　アキノキリンソウ

　ヒメノガリヤス

　アオダモ

NW
20

50

95

8

娃．4

3．3

1．2

十．2

十

十

十

十
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！0）ムラサキヤノオースキ群落

　Rん040（feπd70πaご67ecんまこ乙一Cημo糀eτ乙a　Japo瓢ca

－Gese1玉schaft

　ボツソジーミヤマヒャクシン群落およびミヤマナ

ラ群集と接してスキの風衝低本林が見られる。群落

高は4m肖外であり，極展の風衝樹形をなすものが

多い。群落：内にはムラサキヤシオ，コヨウラクツツ

擁鶏鐙無期
論判嚢　　　　　　 霧1

婁　翼　鍼　　 欝

シ，ヤマッッシ，ホッッン，ウスノキのツツジ科植

物か多く混生しており，またハイイヌカヤ，ハイイ

ヌツケ，ミズナラ，シラネワラヒなどフナ林構成種

をも混生している。さらにホツツノーミヤマヒャク

ンン群落：澗様に地表都にはコケ類が散生している。

上記のッッン類を区分種としてムラサキヤンオース

キ群落としてまとめられた。

　つ

霧
戸

タ

；鍵

践

　　謬

麟
・講副

峯）hot

　　　　　　　　　姦細細盤縫灘薄　，．

　5　本山の風衝地のスギ林（ムラサキヤシオースギ群落）手前はホッッシーミヤマヒヤクシン群落

　　Rん。（わ4ε認γoπa齢γεcん孟εレ」㍑醗pe撫εc勉箆醗5zεver　5灘ge魏z卜Geseilschafもαuf　dem　wmd－

　sもarke轟Stehe　des　Bergs　Hon乙an

沿　火難堀礫地妖木君羊落

鷺）アラケヒョウタンホクーノリウソキ群落

加アL碁Cθ・α8♂プ・舞・ρノZ・プα一難ノ欝欝8θαPα驚・C漁‘r

Gesel｝SC｝僕aεt

　寒風霞の旧噴火II部のi陰欝の多い斜顧に先駆的に

発達する繭さ1～2m内外の低本群落てある。ノリ

ウソキ，ヒロハヘヒノボラス，アラケヒョウタノホ

ク，ヒョウタンボクなとのブナ野川において特徴的

な落集低木類によって特徴つけられアラケヒョウタ

ノホクーノリウソキ群落としてまとめられた。この

群落にはさらにッタウルン，ナツツタ，マソフサ，

イワガラミなとの落気韓のつる｛1自物か難い常吾慢て

ノ重台している。講本類とそれをおおうか，あるいは

林1承を絢勾するつる懸物によって勧難ざれる自然の

マント群落として発達している。全般的に風散命や

鳥散rl／1の植物が多く，低本材・としてはパイオニア

的位置にある。

　、野地はD岩がつみかさなる，顛斜角15～20。内外

の南東引田て，レ壌は岩1原に薄く堵後し，乾繰し

ゃすい。低木やつる植物は巨暑の嗣隙から技をのば

し，襖雑にからみあって1ゴ爵をおおい，林床には岩

絹地を生育地とするキリンソウ，イワテンタなどの
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Tab．　10　ムラサキヤシオースギ群落

　　　　　　　　　　　　Rん。（ゴσ（オeπ（か。πaどδγecん置麗一CηP置。ηLeγどa／apo痂。甜Gesellschaft

　　　　　Groβe　d．　Probeξ1註ci｝e（㎡）　　＝　　　　　　　　　　　　　　　譲制査i蘇積

　　　　　Hδhe　d．　Strauchschicht（m）：　　　　　　　　　　低木厨の高さ

　　　　　Dec｝《uag　d．　Strauchschicht（％）：　　　　　　　　　低木層の樋被率

　　　　　H6he　d．　Krautschicht　（m）　：　　　　　　　　　　草本層の高さ

　　　　　Deckung　d．　Kbautschicht　（％）　二　　　　　　　　　華本厨の櫃被率

　　　　　Artenzahl：　　　　　　　　　　　　　　　　　　出現種数

　　　　　Trenna貰en　d、　Gesellschaft：　　　　　　　　　　　群落区分種

　　　　　　　Cryρ亡・Inerla　lap。nica　　　　　　　　　　　ス　ギ

　　Rhododendron　albrech摂量

　　Menzlesia　pe融．tandra

　　R銭odo（圭endrOn　kaempferi

　　Tripe毛alei＆braαeaもa

　　Vacc．iniurn　h玉rtum

H6here　　貫inheiten　u．　Begle圭もer　　：

亙｝ex　crel｝ata　var．　paludosa

Quercus粕ongo里lca　var．　grosseserrat批

Cephalot乱xus　harr量n暮もonia　var．　nana

｝｛ydrangea　petio圭aris

Dryopteris　ausもriaca

奮uonymus　melananもhus

Po｝ysもichops呈s　mut三ca

Carex　sp．

　ムラサキヤシオ

　コヨウラクツツジ

　ヤマツツジ

　ボツツジ

　ウスノキ

上級．単位の種および随伴種

　ハイイヌツゲ

　ミズナラ

　ハイイヌガヤ

　ツルアジサイ

　シラネワラビ

　サワダツ

　シノブカグマ

　スゲ属’の一種

1

25

4

．｛右ワ

氏D黙 7e

L8
率 50

5

S 4．4

K 十

シオ S 2．2

S　　12

S　　ユ．．2

S　　十

S　十．2

S　　÷

S　　十

K　　2．2

K　　÷

K　　十

K　　十

K　　幸

K　　十

常在度が高い。また，小規模であるがエゾヒョウタ

ンボク，エゾデンダ，エゾメシダなど寒地性鑓物を

含む風穴．群落も隣接して認められる。

　維成表からアラゲヒョウタンボクーノリウツギ群

．落は典型下位群落とアマニュウ下位群落の二群落に

下位区分される。前者はとくに区分種をもたないが，

イワデンダ，ナツヅタ，ヒカゲスゲなどの常在度が

高い。出現冊数は13～17種である。後者はアマニ鉱

ウ，モミジイチゴ，闇闇カ辱コウモリなどで区分き

れ，草本顧がやや．発達し，出現種数も20～27種で典

型下位群落より多く，立地的にはアマニュゥ下位群

落の方が安定しているといえる。

　寒風山は長．い間の放牧，火入れ，刈取りなど人為

的条件に加え，強風も影響して広範囲にわたって草

原化しているが，噴火によって堆積した巨礫の多い

この部分のみはこのような人為的影響をほとんど受

けず，不安定な立地につり含つた半離然生の低木群

落として周鯉のススキ草練やシバ草地の中にきわだ

って存続している。

　この低本群落は寒風1．魏の嫡ケ卿廣彊二：達で記録され

たが，種組戒的に類似した群落はここに隈らず半島

内の毛無1．1」や本i」」；」一1頂付近の崩壊地にも断ノ弩．』的に存

続しているのが見られる。

冠　植林・姫山地

Au貿orstu識g　ulld　8eP｛la識zung

　穂林の大半を占めるスギは，男．鹿半島においては

気候的にも，土地的にも適梅鍾といえ，スギのll磁三

地でもある鍔鹿ヨ．．i－iの｝．1．．1塊部を中心に広く顛林され争

低地。丘陵地にまで及んでいる。また丘陵地や砂．漁

地帯1こはクロマツの植林が行なわれており，面績的

一！14一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雛二磁．繊蝿義血一州．

　　　　　　　　　　　　　　緬　　一．　　　　　鍵　　　　．、　　．　　　　　　霧　・”P蕩　　霧　　甲魏

　　　蕩

蜘評

　　敏讐．

聾燧
塗

　　　　養

　　　　　　　　　蜘　　擦　　．鑛謬嚢灘雛・一臓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麟P　　　　　　　　　ド　　　　　擁而
Phot．　6　本山のレーダー基地建設にともない，森稀内を横切る自動車道路のために，スギ林が後退してい

　　　　　る。

　　　　　Durch　Wegbau　vemichtet　der　Wald　mit　CγッPm㎜ε舶ノapoηピca

　　　　　　　　　　　　　　　auf　de田Berg　Honza盒．

　にスギと二分する広がりを有している。その他の植

林はきわめて小面積にアカマツやときにはニセァカ

　シヤが見られるにすぎない。農家のまわりに櫃栽さ

れる樹種はおもにケヤキ，スギが多く海岸地方でも

ケヤキ，エノキが多いようである。集落や人家周辺

に暖地系の竹類であるモウソウチク，マダケ，ヤダ

ケの植栽が一部おこなわれている。また果樹類は海

岸近い砂質地帯にモモ，ナシなどが植えられている

が，きわめて狭い面積に限られている。

妾12）ミズナラースギ群落およびスギ植林

　Q暫eTC冠8ずπoη80κcaかa？・．8708εe8eγ7・aεa－C7・∠ypao一

　筑eγ‘aブapo痂ca－Gesellschaft　unδCγツPεo肌eγ‘a

∫apO毎ca－Forst

　男鹿三山の山塊を申心に見られるいわゆる秋田ス

　ギと呼ばれるスギ林である。しかし，スギは用材と

　しての利用価値も高いことから昔から広葉樹の間伐

やスギの補植が行なわれており，今日ではほとんど

全域にわたって人の手が入り原生林とみられる林分

はほとんど兇られない。しかし真山と本山，とくに

真山山頂部にわずかに落葉樹との混織林として比較

的自然度の高い林分が認められる（ミズナラースギ

群落）。丘陵地においても広範囲にスギの植林が行な

われており，とくに山地斜面下部では天然林との糊

別が困難な程よく生長しているが，これらはスギ植

林として区別しておく。しかし，少なくとも男鹿三

山の山塊部では礫質な急傾斜地に生育するミズナラ

林内にスギの芽生えや茨木が多いことや，母岩の露

出する霊感地が多いなど立地要因からスギはかなり

広く自生していたと考えられるが，現夜では植林地

が圧倒的に多い。ミズナラースギ群落の種組成は隣

接するブナ林とほとんど共通であり，チシマザサー

ブナ群団の標徴種であるオオバクロモジ，ハウチワ

カエデ，チシマザサ，ハイイヌツゲ，ハイイヌガヤ

をはじめ，さらに上級単位のツルアジサイ，オオカ
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　　ド方に自動車道が作られ後退したスキ林。立ち枯れか多い。林縁にミヤマナラが生育する。

　Durch　Anbau　der　A賦osもraβe　zuruckgetretete　Cγ：yμo？πeγLa／apoπLca－Forst　Am　Ra蔦d　ko膿mレ

ζ～駕e7・cπε　7πoη90Z呂。8　var　　87033θ3θ77αオa－GeseHsc｝｝＆ft　vor

メノキ，ミヤマカンスゲ，ベニイタヤ，アオタモ，

オシダ，ミヤマイタチソタ，シラネワうどなと共に

常在度，植被率ともに緩く，チシマササーブナ群団

に含められる群落と考えられる。中部山濡地帯にお

けるスギの自生林に見られるシヤクナゲークロへ群

団に属するような林分は認められなかった。

　真山山頂付近やサキ出（本山）などで得られた鞍

状地や土壌良好地のスギ林は樹高20mに達し，生育

は良好である。林床はブナクラス上級単位の種の多

くの落葉広葉樹の他に，コウライテンナンショウ，

ハナマキァサミ，モミ〉カサ，ムカゴイラクサ，リ

ョウメンシタ，ジュウモンジシタなど湿生の高茎草

本が多い（ハナマキアザミ下位群落）。これに対応

してミズナラ，サワタッ，イワガラミ，ミヤマカマ

ズミなどで区分されるミズナラ下位群落は比較的土

壌も蔑く，隠礫か多いやや貧養地にある。これは梱

観的にみるとミスナラとの混生林であり；真山を中心

に各地で見られる。嵩蕎10m内外のものが多いが，

生育のよい群蕎では20鵬前後まで及んでいる。この

ミスナラ下位群落が比較的自然鶴生に近いものと考

えられ，ミズナラースキ群落に栢当する群落である。

しかし林床はチシマザサ（一部クマイザサ〉が高い

植被率を占め，過去に入為的影響のあったことを暗

難している。

13）クロマツ・アカマツ懇懇

P乙η駕8読鱗δeプ9‘乙・P乙π駕34eπ8が～0旧一Forst

　日本の常緑樹林帯といわれるシイやカシ類の常緑

広葉樹による森林帯は，以前はクロマツ帯と称して

いた人もあるように，とくに日本の海岸ぞいに広く

クロマンが生育していたと考えられる。

　東北地方はこのクロマツの北限地帯となっている

が，現在その自然林を見ることはきわめて困難であ

る。また，海岸の貧養地にもよく生育することから，

古くから海岸の，とくに砂丘砂防用に広く植栽され

ており，現在では熊本各地の砂丘地帯各地に見られ

る。男鹿半島においても，北東海岸，および南策海
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Phot．　8　貞；山のスギ林。

　　　　C7ツμ伽eγどa／ap・ηガca

Tab． 13－a

ミズナラとの混生林として成立している。

　　　　　　　　　　　一Bestand　mit　Qμeγcπ5飛。π80おca

クロマツ植林

∫）‘ηus総懸6θ79どど一F・rst

Grδβe　d．　｝≡）robeflache　（　2m）　　：

H6he　d．Strauchschicht（m）　：

Deckung　d，　Strauchschichも（％）　：

紐6he　d．　Krau記＄chicht　（m）　：

Deckung　d．　Krautschicht（％）：

Artenzah1　　：

var．9ヅ055e3eγ7a置a　auf　dem　Berg　Shinzan

澗査面積

低本層の高さ

低鍵層の叢叢率

草本顧の高さ

’講本層の撫髪被序｛

出現種数

　　Pinus　thunbergii

Beg｝eiter　　　：

Festuca　rubra

Calystegia　soldanella

Artemis1a｝aponica　var．　macrocephaia

玉mperata　cyhndrica　var．　koenigii

Quercus　mongohca　var・grosseserrata

Indigofera　pseudo－tl合ctoria

Rumex　acetosa

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－117一

植栽樹

　　クロマツ

随伴種

　　オオウシノケグサ

　　ハマヒルガオ

　　ハマオトコヨモギ

　　チガヤ

　　ミスナフ

　　コマツナギ

　　スイバ
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謙
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蜜・竪
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瞬

蜜榛認，

薮

急

真山のスギ林（スギ酵落）。樹高25mを越えるスギが密生しているが，林床はチシマザサが占め，

人為的な手入れが行なわれているようである。

Cγ㌢ρ‘07πeγどα∫αρo痂。αauf　dem　Berg　Shinzan．歪n　der　Strauchsc｛cht　wacもst　dicht∫a5aんπ㍑～一θπεガ5．

岸の砂丘地帯を申心に植栽されているが，内陸部に

おいてもクロマツの植林が広い面積にわたって行な

われている。また，内陸部ではきわめて狭い面積に，

アカマツの植林，あるいはクロマツとの混植がなさ

れている。Tab．13－aには北東海岸の高屋で得られ

た海岸クロマツ櫨林の組成が，Tab．13－b（別刷表）

には内陸部の寒風山のふもとのアカマツ植林の組成

がぷされている。

14）ヤダケ群落

8a8a／apoηガca－Gesellschaft

　男鹿半島における竹鍵盤は，ほぼ全域が気候的に

ブナクラスに属することから，チシマザサ，クマイ

ザサのクマザサ属の北方系の種が圧倒的に旺盛であ

る。それに比して暖地系ではマダケ属のモウソウチ

ク，メダケ属のメダケ，アズマネザサ，それにヤダ

ケ属のヤダケの生育が認められているがアオネザサ

を除いて全て植栽であり，これらの群落は人家のま

わりにのみみられる。

　このヤダケ群落は戸賀の海岸近く，人家のうら山

で得られたもので，やはり暖流の影響が大きく作用

していると考えられ，3mに達するヤダケが密生し

ている。群落内にはヤブッバキ，マサキ，オニヤブ

ソテツ，ヤツデ，キズタなどの常縁生の草本植物が

生育しているがヤダケは植被率95％に達する密生ぶ

りで人が群落内に踏み入ることはきわめて困難なほ

どで，下生えの常緑草本植物類は植被率1％ときわ

めて少ない。

F．崩壊地華本植物群落

15）オオヨモギーオオイタドリ群集

みγ孟ε飢8ごa7π0ηεaηa－PO♂ツ80π賢7π8acんa菖πeπS‘3－

Gesellschaft

　西海岸の斜面下部の礫状崩壊地に生じる高茎草本

群落である。オオヨモギ，オオイタドリなど2mに

も達する高茎草本が優馨しており，下灘｝にはススキ，

コウゾリナ，オガフウロ，オトコヨモギなどが低被
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Po翫　　10　いわゆる秋田スギのよく生長したスギ並木　真由神社参道。
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Tab．14．ヤダケ群落

　　　　　Sa8a／apo痂ca－Gesellschafも

　　　　　Gr6βeδ．　Probe£lac熱e　（　＝m）　＝

　　　　　Exposition　：

　　　　　Neigung　（。）　：

　　　　　Rδhe　d．　Strauchschlcht〈m）：

　　　　　Deckung　d．　Strauchschich主　（％）

　　　　　｝｛6he　d．　Krautschicht　（m）　l

　　　　　Deckung　d．　Krautschichも　（％）　：

　　　　　Artenzah1　　：

調三査薙二i積

方向

傾斜

低木燭の高さ

低木層の楠被率

草本顧の高さ

草本層の盈虚率

出現種数

Trennarten　d．　Gesellschaft

　Sasa　japonica

Kenn－u．　Trennarもen　d．　Camellietea　japonicae

Came1叢三a　japonica

　耳uonymus　japoniCUS

　Cyrtomium　falcatum

　Fats呈a　japonica

　Hedera　rhombea

Beg工eiter　：

　Asρlenlum　incisum

　Quercus　mongo里ica　var．　gros白eserrata

群落区分種

　ヤダケ　　　　　　　　　　　　S

：ヤブッバキクラスの標徴種，区分鐘

　ヤブツバキ　　　　　　　　S

　　　　　　　　　　　　　　　K

　マサキ　　　　　　　　　　　　K

　オニヤブソテツ　　　　　　K

　ヤツデ　　　　　　　　　　　　K

　キズタ　　　　　　　　　　　　K

随伴極

　　トラノオシダ　　　　　　　K

　　ミスナラ　　　　　　　　　　　K
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度で散生しているにすぎない。西海岸地方には現在

自動車道が完成し，その際に生じたのり面や崩壌

地に分布を広げている。このオオヨモギーオオイタ

ドリ群集は生育立地が礫状崩壊地である場合が多い

が，上部からの流水や，地下水のにじみによって湿

姓を保ち，また岡日拳に上部からの土砂や有機物の供

給を受け，湿生，好窒素生草本群落といえる。この

ような群落はブナ帯下部より，麗高山のダケカンバ

林域にまで広く見られ，より湿性の場合にはオオィ

タドサが，より乾性の場合にはオオヨモギが優刑す

る傾向にある。越後三山（宮脇他，玉968）で発表さ

れているアカソーオオヨモギ群集と肉類の群落と見

られるが，より貧養地形であり，ここでは群落とし

て取り扱っておきたい。

G　風衝華原および刈取草地群落

16＞チシマザサ群落

Sa8a　加γ‘ごe7Lεεs－Gesellschaft

　一般にブナ林（とくにヒメアオキーブナ群集）が皆

伐された後地にチシマザサが密生することが多くそ

の勢いはブナの更新さえ妨げるとさえいわれるほど

である。また磨然生持続群落としてのチシマザサ群

落も東北日本の多需地の偽高山帯（森林限界附近）

に見られることが知られている。

　毛無山山頂部においては現在もブナ林の伐採がお

こなわれており，その後地には同様にチシマザサの

群生が見られる。チシマザサが密生状態をなしてい

る現時点にいたっては，刈り跡群落特蕎の一年生草

本種や陽地生低木類の混生は少なくヌルデ，．モミヂ

ィチゴがわずかに混生するのみであり，群落内には

伐採時の切株からの萌芽や切り痴ンの低木類，草本

植物（すなわちヒメァオキーブナ群集の群落構成種）

によって占められている。また山頂部に付設された

自動車道路がブナ林を横切っているが，ここではブナ

林のマント，およびソデ群落としてチシマザサ群落

が持続的に存続している。群落内はヒメアオキープ
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　　曇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊

　ちマ
鞍～

Phot

繋劉

ザ塵

峯

11海岸に建設された有料道路により，生じた崩壊地に，オオヨモギー山田イタドリ群落が進入して

　いる。

　Als　plomerer　vorkommende、4πε？π墨3za　7πoηεaηa－Po砂8・oηπ犠5ac1罎‘乙πεπ5z5－GeseHschaft　auf－

dem　bodensturzten　Hang，　wo　durch　Auto哉traβe　zu　bauen　vernlchtetlst

ナ群集の群落構成秤で占められるが数種，植被率と

もに少ない。

17）トウキートウゲブキ群落

肋geZ己。ααc曲Zo6α一ゐL8配αγ‘αんod880職漁Gese玉1－

schaft

　本山と毛無山を結ぶ尾根の鞍部（標高約600m）の

西北斜面は馬蹄形をした崩壊地をなし、西海岸から

吹きあげる強い季飾風を受け群落高20～50cmの丈の

低い風衝草原が発達している。主にトウゲブキ，キ

リンソウのほか，トウキ，イヌヨモギ，ヘビノネゴ

ザ，キバナカワラマッバなどほとんど草本植物で構

威されているが，ヤマツツジが地表をはうようにカ

ーベノト状に繁茂しているところもある。もっとも

強い風衝を受ける群落ではウシノケグサの被度が高

く、キバナノアツモリソウ，イブキジャコウソウな

どがトウゲブキとともに混生し，群落高20cmときわ

めて丈の低い群落が形成されている。コケ層の態度

が高いのがこの群落の特徴て調査区の95％がコケで

おおわれていることもある。出現種数も少なく平均

16種である。やや風衝の弱くなったところでは群落

高も40～50cmと高くなり、トウゲブキが繁茂して85

～90％という高い植被率を示し，ススキやオオウシ

ノケグサのほかミヤマナラ，ガマズミ，チシマザサ，

モミジイチゴなど隣接するミヤマナラ低木林の構成

種群で区分される。平均出現種数も25種と比較的多

くなっている。

　トウキートウゲブキ舞落はトウゲブキ，トウキ，

イブキジャコウソウ，キバナノアリモリソウ，エゾ

ノヒメクラマゴケなど高山～亜高山生の種群を含ん

でいる。これらの植物は過虫の寒冷期に南下し分布

したが、その後の温暖化にかかわらず，厳しい環境

条件により遣存している偽亜高山風衝草原群落と考

えられている。
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Tab．16　チシマザサ群落
　　　　　　　　　3a8a　加γ‘♂επ8∫ε一Gesellschaft

　　　　　　　Nr．　d．　Aufnahme：

　　　　　　　Gr6βe　d．　Probeflache（　2m）　：

Expositi。n：

Ne1gung（。）　：

H6he　d．　Baumschicht（m）：

Deckung　d．　Baumschicht　（％）　：

調査番号

調査函積

方位

傾斜

高木層の高さ

高木層の植被率

1

20

2

80

N
15

4

30

H6hed． Stauchschicht　　（m＞
：

低三顧の高さ 2 1．8

Deckung d．　Strauchschicht （％）二 低木層の植被率 90 90

H6hed． Krautsc｝1icht　（m）
：

草本圏の高さ 0．2 0．8

Deckung d．　　Krautschicht （％）： 草本層の植被率 10 50

Arten2ahl ＝

出現種i数 14 31

Trennarten　d． Gesellschaft ：

群落区分種

Sasa　kuri王ens量s チシマザサ S 5．5 5．5

Zeigerarten　d． Kahlschlaggesellschaft ：

切跡群落の指標種

Rhus　javanica ヌルデ B o 1．1

Rubus　palmatus　var． CQptophyllus モミジイチゴ K： 十 十
3

Arten　d． 王｛6heren　einheiten
：

上級単位の種群

Lindera　umbeHεしta var．　membranacea オオバクロモジ B 1．1 牽

Schizophragma　hy（玉rangeoides イワガラミ K 牽．2 十

Rhus　ambigua ッタウルシ 1く 十．2 十

Acer　sieboldii ハウチワカエデ
B2，K　

十 王．1一

Euony加us　oxyphyllus ツリバナ S 牽 ●

Carex　dolichostachya vaL　91aberrima ミヤマカンスゲ K 十．2 ■

麸［ydrangea　paniculata ノリウツギ K 十．2 ●

Dryopteris　austriaca シラネワラビ K 十 ・

　　　　　　　Tilia　japonica　　　　　　　　　　　　　シナノキ　　　　　　　　B

　　　　　　　Acer　lnono　var．鵬ayrii　　　　　　　　　　　ベニイタヤ　　　　　　　　B

　　　　　　　Fagus　crenata　　　　　　　　　　　　　　　　　ブナ　　　　　　　　　　　　　B

　　　　　　　Quercus　mongo11ca　var．　grosseserrata　　　　ミズナラ　　　　　　　　　B
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　F　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

　　　　　　　Fraxinus　sieboldiana　　　　　　　　　　　　　アオダモ　　　　　　　　　　S

　　　　　　　Cephalotaxus　harringtorlia　var．　nana　　　　　 ハイイヌガヤ　　　　　　　　K
　　　　　　　Hydrangea　petiolaris　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ“トウヅル　　　　　　　　　　　　　K

　　　　　　　Panax　japoniCUS　　　　　　　　　　　　　　　トチバニンジン　　　　　　　K：

　　　　　　　Paris　tetraphylla　　　　　　　　　　　　　　　ツクバネソウ　　　　　　　　K

　　　　　　　Asarum　heterotropoides　　　　　　　　　　　オクエゾサイシン　　　　　　K：

　　　　　　　Vibumum　dilatatum　　　　　　　　　　　　　　ガマズミ　　　　　　　　　B

　　　　　　　Rhododendron　albrechtii　　　　　　　　　　　ムラサキヤシオ　　　　　　　S

　　　　　　　Pourthiaea　vilbsa　var．1aevis　　　　　　　　カマツカ　　　　　　　　　　S

　　　　　　　Co「ylus　sieboldiana　　　　　　　　　　　　　　　ツノハシバミ　　　　　　　　K

　　　　　　　Viola　vagln畿a　　　　　　　　　　　　　　　スミレサイシン　　　　　　　K

Beglelter：随伴種，　in殴．1；Weigela　hortensisタニウツギ　S一十，

Rhoδodendron　kaempferlヤマツツジK一十，　Petasites　laponlcusフキK一十，

Abelia　spathulata　var．　s£enophyllaウゴツクバネウツギK：一十，　in　2；Lonicera

trophiophoraアラゲヒヨウタンボク　K一エ．2，　Magnoha　obovata　ホウノキB－1．ユ，

Smnax　chinaサルトリイバラS一十，　Acanthopanax　spinosusヤマウコギS一十，

Maianthefnum　dilatatumマイヅルソウK一牽，　Cimicifuga　simplexサラシナショウマK：一十，

Steliar呈a　diversifloraサワハコベK一十，　Ligustrum　tsc益onoskiiミヤマイボタK一十，

Arisaema　angustatum　var．　pea漁suiaeコウライテンナンショウK：一十・

1．1

●

・

●

●

●

●

o

o

●

●

o

9

●

　1．1

十

　十

　十

1．2

十．2

十

十

十

十

十．2

十

十

→一．2
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18）ハマオトコヨモギーススキ群落，ノハナショウ

ブーススキ群集

　ノ1ア孟e而8‘α㎜αCγocepんα～α一Mゴ8Cαπ伽88ぬεπ8‘ε一

　Gesellschaft　undIridi＿Miscanthetum

　3i籍ensis
　男鹿半時東部に突出する寒風山の中腹以上は広い

ススキ草原とシバ草地でおおわれており，寒風山独

特のなだらかで壮大な開放景観を示している。また

それに対して西海岸の海岸岩組地においても海岸線

に沿って帯状にススキ草原が広がっており，西海岸

地方の大きな景観要素となっている。一般に日本の

秋を代表するススキ草原は人間による刈り取りや，

火入れによって維持され，また広がったものであり，

霞然状態ではシバ群落と岡様、海岸および山地岩礫

地の風露地などきびしい環境下にきわめて狭い面積

螺　　轟睡・回絶
　鎌一

　で生育していたと考えられる。したがって，寒風山

　をはじめ内陸部に点在するススキ草原は山地生のス

　スキ群落を人為的に広めたものといえ，薦海岸では

　海岸型のススキ草原が人為的影響によって広められ

　たといえる。西海岸地域におけるススキ草原はスス

　キクラスの標徴種であるススキ，ツリガネニンジン，

　オカトラノオ，ヤマハギ，アキカラマツ，キバナカ

　ワラマツバ，シラヤマギク，ウツボグサなど多くの

　高茎の草本種馨とともに海岸生のオオウシノケグサ，

　ハマオトコヨモギを混生し，さらにエどヅル，アオ

　ツヅラフジ，騒騒イタドリ，オオヨモギ，ホタルサ

　イコ，ホタルブクロ，シュロソウをも区分種として

　内陸部のススキ草原と区分され，ハマオトコヨモギ

　ーススキ群落としてまとめられる。この群落は海岸

　の岩礫地という土地条件とともに強い風衝作用とつ

岬無難 J　　　　　　　　　 ’　　・

　　　　、　　　　謹

　　　　　　　　　　　　　　轟轍

　　　　　　　　撫
　　　・嚢酔鰍㍗、雌

籔三門
　　　　　　　鶉襲

　　　　難難西難

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羅翼摩

Phot．12　西海岸岩崖地の風衝草原。高茎の草原はハマオトコヨモギーススキ群落であり，引割露出部には

　　　　　ハマオトコヨモギーコハマギク群集が生蕎している。

　　　　Windstoβwiese　aut　den　westlichen　Stein－Felsen　am　Meer．　Als薮ochstauden遼γオε而5ゴα灘

　　　cγocερん。∠α一Mゴ5cαη彦ん包55ごπεπ5∫3－Gesellschaft　und　auf　der　fast　eatbloβten　Gestein　wachsen　A－

　　　rtemisio　τnacrocephalae－Chrysanthemetum　 yezoense．
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り合う持続群落である。平均出現種数は22種類と内

陵部のススキ草原に比して比較的少ない草本種酵に

よって構成されている。これに対して寒風山を中心

とする内陸部のススキ草原はハマオトコヨモギース

スキ群落と共通のススキクラスの標徴種群であるス

スキ，ツリガネニンジン，キバナカワラマツバ，オ

カトラノオ，ヤマハギ，キジムシロ，アキカラマツ，

ウツボグサなどの他に，ワラビ，ニガナ，ミツバツ

チグリ，トダシバ，スズサイコ，オトコヨモギ，ア

リノトウグサ，カニッリグサ，カセンソウ，アキノ

キリンソウ，オトコエシ，メドハギ，ノハナショウ

ブ，ヤナギタンポポなどの多くの草：本種群が瀧生し，

さらに森林の林床にも生育するヒカゲスゲ，クマイ

ザサなど次期遷移群落の構成種も混生している。こ

れらの多くの草本種群を区分種としてハマオトコヨ

モギーススキ群落と区分され，北方のススキ草原群

落であるノハナショウブーススキ群集にまとめられ

る。この群集は典型亜群集とシバ群団の標徴種で

あるアズマギク，シバ，オキナグサとともにカキラ

ン，ネコハギで区分される群落高の低いアズマギク

強群集とが認められた。これらの群落は平均出現種

数が約33種と海岸型のススキ草原より比較的多くの

草本種酵によって構成される。

19）ヒメヤブランーシバ群落およびアズマギクーシ

　バ群議

ゐ‘γめPε7π‘π07－Zoツ8ゴa／apo短ca－Gesellschaft

un（まErigero－Zoysietum
　男鹿半島でもとくに観光地として萄麗な入道綺や

寒風山ではススキ華地と隣接して広い面積にわたっ

てシバ草地が伝がっている。

　自然におけるシバの良生地は海岸の懸崖地，山地

では風衝懸崖地などのように櫃物にとってきわめて

P賊．13　海岸岩窪地の風衛ススキ草原も，人為的影響によってかなり広げられており，風衛低木林のエゾ

　　　　イタヤーシナノキ群落が後退させられている。

　　　　Windstoβwiese（酸∫5cαπ彦ん粥5ゴπεπ5雄Wiese）auf　der蟹eeresh践ngen　ist　auch　durch　menschli－

　　　　che脇n伽βihre　heutige　Wuchsarea至e　weit　vergrδβert　und　Windstoβniederwa互d，　Acer　mono　var．

　　　　　87αδγ｛㍗丁泥」αノαpoπご。¢一Gesellschaft　ist　zurUckgetretet。
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厳しい立地にのみ限られている。したがって，現在

広い面積を占めるシバ草地の多くはススキ草原同様

に火入れや，強度の刈り取り，放牧や人の踏圧など

によって広げられ，維持されているものである。こ

れらの人為的影響がきわめて強くなされた時にはシ

バ草地に，やや弱められた時にはススキ草原になる

と考えられる。

　入道綺においては人の懇懇と強い風衝によって維

持されている海岸型のシバ草地といえ，ハマイブキ

ボウフウ，ヒメヤブラン，ハマオトコヨモギ，エゾ

オオバコ，カワラナデシコ，エゾタンポポなどの海

岸生の草本植物を区分種として，ヒメヤブランー

シバ群落にまとめられる。また標高300mの寒風

山においても，熱熱に，おもに人の踏圧と風衝に

よって維持されていると考えられるが，山地型のシ

バ草原であり，アリノトウグサ，ニガナ，ショウジ

ョウスゲ，難燃ッリグサ，ヌカボ，キバナカワラマ

ツバ，ヒカゲスゲ，アズマギク，トダシバ，ミツバ

ツチグリ，スズサイコで区分され，北方のシバ草地

であるアズマギクーシバ群集に含められる。出現種

数は前者が7～19種（平均出現種数12）であるのに

対し，11～25（平均種数18）と多く，また群落高も

前者が5～10cm（平均6）であるのに対し，後者は

5～50cm（平均18）と難くなっている。群落内部に

はススキ，ツリガネニンジン，トダシバなどのスス

キ草原要素の種も多く，漸次高茎のススキ草原に移

行してゆくことを暗示している。

20）ハマオトコヨモギーコハマギク群集

　Artemlsleto　macrocephalae－Chry－

　santhemetum　 yezoense
　海岸の断崖地に生育する荒療難物群落の一つであ

る。群落はキリンソウ，ハマオトコヨモギ，オオウ

シノケグサ，ハマイブキボウフウなどの海岸生の草

本植物が高い常在度で生育している。群落高は20～

謙灘灘鑛
議簾饗　　　灘温熱

　　　　諮

轟

難凱凝騨

Phot

　　　盤。懸
粥　㍑瓢　　紳「乞　　　　擦　¢

晋鐵i灘縮麟　鞄

　　　　　　簸

難響

鴬

　　　　　　　z　　　　　　　沐　　　　　　　＼

　　がゑゑ　　　　　　　　ウ　　　　　　う　　　　
麟1矯鎌灘蟹難暴灘

　　　　　　　　　　騨”欝欝
　　　甑　　　　　　騨触．、獣砿
’灘 ?　　　嚢灘饗．
　が　　　　　　　　　　　　　　な　　　　　　　　が　　

シ　　黛　難1語嬢

　　“灘懸＿灘　　霧漿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル

　　　　　　　　　盗、

　　　藤
　　　　　　　　　灘　灰

　　　　　　濤　　烈

蕪　＿難羅．
　　　　豊　　鑓　　　　　撒霧

鵜灘雛繭紬礁
　　　　還魁藝接，

　珍

藁　匠

14半島北西部突端の入道崎のシバ草地（アズマギクーシバ群集）多くの観光客の踏みつけと海岸か

　らの強い風衝とつりあって持続群落となっている。

　Zoysla〕apomca－Fこasen（Engero－Zoysletum　］apomcae）auf　derNyudozak1（Nw－spl

　tz　der　Halbmsel　Oga）
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30c磁である。この群落は，キリンソウ，ハマオトコ

ヨモギ，アサツキ，アオノイワレンゲなどの標徴種

によって津軽半臨（宮脇他1970）で記載されたハマ

オトコヨモギーコハマギク群集に含められる。ただ

し男鹿半島地域におけるハマオトコヨモギーコハマ

ギク群集はコハマギクを欠き，この群集の西海岸型

と考えられる。男鹿半島のハマオトコヨモギーコハ

マギク群集は安定立地のハマイブギボウフウ亜群集

と典型彊群集に下位：区分される。

　この群集は男鹿半島ではB本海の西北に突出した

入遂崎付近にのみ分布しておりキリンソウ，アサツ

キ，アオノイワレンゲ，エゾカワラナデシコなど花

をつけるものが多く，開花時には美しい群落景観を

承し，海岸崖地の重要な銀観構成要素である。さら

に，この群落は不安定な崖地のし壌保全：の機能をた

もっためにも保護する必要がある。

｝｛　海岸砂丘植物群落

　海撰においては一般に強い紫外線や，海面で反射

された輻射線，あるいは海水による生理的乾燥，飛

砂などにより植物にとってきわめて厳しい環境であ

るといえる。したがって海岸・砂丘上の植物はこれ

らの環境に適応した独特の形態や生活形をもつもの

が多い。

　男鹿半島においては半島の基部にあたる南東部の

一部に砂州が発達しており，砂匠植生の発達が見ら

れるが，その他の海崇は岩崖地帯や玉石状砂礫地海

摩であり，さらに海岸段丘地形をなし，その面積や

巾もきわめてせまいものが多い。したがって，男鹿

三冠における海岸植生は波打ちぎわのソデ群落とい

われる群落が大勢を占めている。

21）オカヒジキーハマアカザ群集

　　Sa｝solo－Aしriphcetum　subcordatae
　汀線に平行して海岸に打ち上げられた海藻やゴミ

のおびに沿って発達する好窒素生の海岸ソデ群落で

あり，多肉質で針状の葉をもつオカヒジキや，やや

多肉質の広葉を有するハマアカザ・ハマダイコンな

どで群落は構成されており，多くの場合全植被率は

40％蔚後で比較的少なく，群落はモザイク状に散生

していることが多い，しかし，時として70％に達す

Tab，21　オカヒジキーハマァカザ群集

　　　　　　Salsolo　－Atriphcetum
Nr．　d．　Aufnahme　：

Gr6βe　d，　Probeflache　　（㎡）　：

Hδhe　d．　Vegeta額。n　（cm）：

三）eckung　d．　Vegetation　　　（％）　　：

Arten忽ahi　　：

subcordatae

　　　　調査番｝ナ

　　　　　調査面積

　　　　草生の高さ

　　　　叢生の面心率

　　　　　出現種数

1　　2　　3　　4　　5　　6　　7

20　　32　　10　　20　　5　　10　　32

10　　20　　30　　20　　30　　30　　30

40　　20　　60　　40　　70　　45　　60

2　　3　　3　　4　　6　　7　　7

Kenn－u．　Trennarten　d．　Ass。　u．　h6heren　王ヨinheiterL． 群集及び上級単位の標徴種および区分種

　　　Salsola　komarovii　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オカヒジキ　　　K

　　　Atriplex　subcordata　　　　　　　　　　　　ハマアカザ　　K

　　　Raphanus　satlvus　var．　hortensis　　　　　　　　ハマダイコン　K

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　随伴穫

　　　Carex　pumila　　　　　　　　　　　　　　　　コウボウシバ　K

　　　EIy撫s　moBis　　　　　　　　　　　　　　　　　ハマニンニク　K

　　　Zoysia　macrQstachya　　　　　　　　　　　　　　　オニシバ　　　K

　　　Phragmites　communis　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨシ　　　　　　　K

禺現一軸の種：

Auβerdem　le　e｛nmal　in　Aufn．Nr．　4：Honkenya　peploldes　var．　malor

Chenopodium　aibし1mシロザK一十，　睡esserschmidia　sibirica

communis　ツユクサ　K一十，　Cynodon　dactylon　ギョウギシバ　K一十．

3．3　2．2　4．4　3．34。4　3．34。4

12十．2　。　12L21．2　・

・　　。　十　　÷　　・　　・　十

， 十　1．2

o　　　　　　　●　　　　　　　●

吻　 1．2一ト．2　●

・　十．2十　　十

十　　十　　・　　。

・　十　　牽　　。

　　ハマハコベ　K一十，in7：

スナビキソウ　K一十，　Commehna
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る密生状態を示すことがあり，そこではコウボウシ

バ，ハマニンニク，オニシバ，ヨシなどをともなっ

ている。

22）スナビキソウーハマニンニク群落

　　Mes8eTSCん煽dごα〔S‘6‘7‘ca－1ヨ‘甥瓢Sητ0‘～‘S－

　　Gesellschaft

　　　　小石を混じえた粗い砂上に発達しており，

オカヒジキーハマァカザ群集の後方の比較的安定地

に発達する好目素性植物群落である。

　この群落はハマニンニク，ハマヒルガオが高被度

・高常在度に幽現し，過窒素地指標植物であるスナ

ビキソウ，ハチジョウナが混生している。

　ハマニンニクは北方海岸砂丘では汀線ぞいに単独

で群落を形成するのが知られているが，また砂丘後

方の安定地にも高一度で群落を形成し，ここではハ

マニンニク，スナビキソウ，ハチジョウナを区分種

としてスナビキソウーハマニンニク群落としてまと

められた。

Tab．　22　スナどキソウーハマニンニク群落

　　　　　　　漉88θプ8cん而dぬ8εδ溺。αrE～ツ脳s肌◎〃ガ8－Gesellschaft

Grδβe　d．　Probefl琶che　　（㎡）　：　　　　　　　　　講査面積　　　　　　　　　　4　　4　　4　　9　　1　15　12　9

Hδhe　d．　Vegetation　（cm）：　　　　　　　　　櫃生の高さ　　　　　　60　50　50　80　10　30　30　60

Deckung　d．　Vegetation　　（％）　：　　　　　　　　　　　　　　　　．

`rtenzahl　：

植生の植被率

o現種数

30　70

S　　6

40

S

95

V

30　　70　　70　　90

T　　6　　9　　5

Trenn哉rten　d．　Gesellschaft　： 群落区分種

E｝y融us　mollis

lesSerSChmidia　sibiriCa

ハマニンニク

Xナビキソウ

3．31．2

¥　　2．2

3．3 5．5 。　　4．4　4．4　3．

P．2　1．1　十。2・

Trennarten　d．　Unterei織heiten　： 下位群落区分種

Sonchus　brachyotis
ハ．

曜サ，，“．・轄G：1、Z3．4：　　▼曜甲

o ●　　　　　　　　o　　　　　　　　・　　　　　　　　・

Trennarten　d．　Uatereinheiten： 下位群落区分種

Festuca　rubra

qQsa　rugosa

闇闇ウシノケグ

nマナス

●　　　　　　　　●

怐@　　　　　　●

o●

　　　　．’・，，，騨一陣「
@　　　；　　　　　　1B　　・：十　十2　　　　1　　　　　　1　　　　1　　　　　　；・　　。1十　　十l　　　　l　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　P
ae　leiter　： 随伴種

雫r，P，，，，曹皿

　　　　Calystegia　sQldanella

@　　　Lathyrus芸naritimus

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀@　　　Artemisia　capillaris’

o現一團の種

ハマヒルガオ

nマエンドウ

Jワラヨモギ

十．2　。

@。　十

@，　　　　　　　　●

一←，2十．2　1．2　　3．3　5．

@　　1．2　2．3　1，2　　。

@　　　・　十　　千　　。

Auβerdem　ie　einmahn　Aufn．　Nr．2：Atrip：lex　subc◎rd＆ta　ハマアカザ　十，　Salso｝a　komarovi｛

オカヒジキ　十，in　3：　Cnid王um　lapo踊cum　ハマーぜリ　十，　Plantago搬鼠lor　var．　japonica

トウオオバコ　十，　Lysimach捻塒auritiana　ハマボッス　十．2，　in　4．　Raphanus　sativus　var．

hortensis　ハマダイコン　十，　Oenothera　erythrosepala　オオマツヨイグサ　十，　Rumex｝ongifolius

ノダイオウ　十．2，　Commelina　comln肥is　ツユクサ　十．2，　Agropyron　tsukushiense　var．　transiens

カモジグサ十。　in　5．　Libanotis　coreana　f．　ugoensis　ハマイブキボウフウ　十，　Dig銭aria

violascens　アキメヒシバ　一←．2，　in　6：　Rcris　lapo痢ca　コウゾリナ　十，　in　7：　Arte孤isia

laponica　オトコヨモギ　十，　Galium　spur沁m　f．　strigosum　ヤエムグラ　十，　in　8：Hemarthria

sibirica　ウシノシッペイ　十．
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23）チガヤーハマナス群落

　∫7πρeγα置αcメ‘πdヅ‘Cαvar．ん0επ∫8翻一V‘εeエ

　γo施π碗∫o据α一Gesellschaft

　ハマナスを主体とする海岸低木群落は～般に海岸

砂丘の汀線により近く発達するハマニンニクーオニ

シバ群集に接して内陸側に多く見られる。しかし，

砂丘のあまり発達していない男鹿半臨においてはも

っとも汀線近くに生育するオカヒジキーハマァカザ

群集に簸して，あるいは塩沼地植生に接する内陸側

の安定地，すなわち岩礫基盤の砂礫地や浦回丘上に

マント状に発達している。一部にはハマナスの低木

が主体となる群落もみられたが，ほとんどがオオウ

シノケグサ，チガヤなどのイネ科草本櫃物が繁茂す

る中に低木のハマナスが点在するという欝落を構成

している。半島北東部にある入道崎では，南方の暖

帯に種の分布の申心があるハマゴウがハマナスに代

って，あるいは混生しているのが見られる（ハマゴ

ウ下位群落）。半島北部の浜間口や，高屋の安定した

古砂丘上の風衝地では，ススキ草凍に援し，ワラビ，

キバナカワラマッバ，オオアキノキリンソウ，クサ

フジなどススキ草原の構成種群をも多数含むワうど

楠ド位群落が認められた。

ごρ

See

扇、．1・・ん

Fig．2　海岸砂丘補生配分模式

　　　　Schema1ische　Vegetationsver重eilung　auf　den　Spuisaum＿Gesellscha｛ten

　　　　A：オカヒジキーハマアカザ群集　Salsolo－Atripllcetu1れ　SubcQrdata。

　　　　8：スナビキソウーハマニンニク群落　Me8seγ8cん飛‘d‘αs‘δぴ‘cα一召匁π繊s　7πo〃応一Gesei｝scha實

　　　　C：チガヤーハマナス群落加Pε7αεαcシ伽47‘cαvar．κ・eπ‘8寛一V‘ε器ア・‘uπd晦‘‘α一Geseiischaft

L　　塩沼地植物群落　　　Salzw1ese捻geseHschaften

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　の　定期的な海水の冠水，飛沫を受ける塩沼地では植物

は海水による生理的乾燥にさらされる。そこではき

びしい環境に対応した耐塩性の植物による塩沼植生

が見られる。しかし環境要因が一i癬的であるため，

群落の槙被率は比較的高い場合でも，群落内出現種

数はきわめて少ないのが普通である。

　塩沼地三権は以前は貝本各地の海岸地帯に広く分

布していたと考えられるが，海浜三生もがそうであ

るように港湾，堤防，埋、γてなど様々なヒ地不【1用に

よって砂壊され，現在では北海道に広大な塩沼地が

知られている他はきわめて局地的に分布するのみで

ある。

24）　ドロイーウミミドリ群落

」颯。冠88γαcご〃ご徽s－GZα概πiα7ごεご7παvar．06飽8一

‘汽）μα一Gesellschaft

　岩礁地帯でもっとも汀線近くに生じる群落であり，

ドロイ，ウミミドリが団塊状に生育している。岩礁

地の凹地には海水がたまっており，ドロイーウミミ

ドリ群落は多くの場合この海水にひたって生育して

おり，そこではウミミドリの植被率が高く，応々に

してウミミドリの純群落をなしている。

　この群落は北海道に兇られるドロイ群集（1965，

宮脇，大場）に種組成的に類似しているが，疏地的

に差があり，また随伴種もかなり異っており，ここ

では一応，ドロイーウミミドリ群落として別に扱っ

ておく。
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Tab．24，25．　ドロイーウミミドリ群落およびヒライーシバナ群落

泡　：ドロイーウミミドリ群落　　Juηc㍑88Tαc認♂‘？ππ8－G♂α包κηzαγ麗ηLαvar．06言π8び。㍑α一Gese｝lschaft

b　：ヒライーシバナ群落　　九ηc麗ッ。κ03c飢8ど8－7’灯創oc配ηasiatictl｝n－Gesellshaft　←a＿一＿一一　b一一＿
Nr．　d．　Aufnahme　　：

Grbβe　der　pr・bef1芝id・e（㎡＞

B6he　d．　Vegetaもi・n（cm）．

Deckung　d．　Vegetati・n〈％）

Ar毛enzahl　　　：

調査番号

調査底積

植生の櫨被率

出現種数　　

Trennar之en　d．　Ass．

　　Juncus　gracilh芝nus

Trennarten　d．　Gesellscha∫t

　　Juncus　yOkOsCensiS

　　Trig10Chinα8ぬ麗C鴛糀

　　Po宅enもiIla　egedei　var．　groenia義dica

Kennart　d，　hδheren　王…＝i識he｛毛en　　：

　　Glaux　martima　var，　obtusifoha

一：　　Imperata　cyhndrlca　var．　koenigli

　　Plantago　malor　var－aponlca

　　Lotus　japonicus

　　Ixeris　japon｛ca

　　Chenopodium　album

　　Carex　pumlla

　　Sagina　maxima

群集の標微種

　ドロイ

群落区分種

　ヒライ

　シバナ

　エソツノレキンノてイ

上級単位の標徴種

　ウミミドリ

随伴種

　チガヤ

　トウオ．オバコ

　ミヤコグサ

　オオジシバリ

　シロザ

　コウボウシバ

　ハマツメクサ

／　2　3　廷　5

1　1　1　2　2
50　　30　　70　　60　　30

40　　90　王．00　　95　　70

3　4　5　6　7

6　7

2　4

10　30

90　95

7　5

8　9　10　1玉

6　ユ5　15　6

30　　30　　30　　30

85　　90　　90　　80

5　6　6　6

玉2　　13　　1婆　　15

ユ　4　2　i2

30　　30　　30　　50

90　　85　　80　　80

6　6　7　7

2．3　。

　　　　　一
2，22．21．3　 十

・　・　。　・　十

ρ　　　　　●　　　　　●　　　　　o　　　　　，

の　　　　　9　　　　　●　　　　　■　　　　　●

’　　・　・　2．2十．2

十　 5．4　套．4　5．4　5．4　3．4　5．4　4．娃　4．4　4．婆

　2．3　　　　　　十　 2．2　　　。　1．2　　　・　3．3　　十

　2．2　　。　一ト．2　　●　3．3　　●　　　。　　→一　　。

2．2　5．5　5．4　5．4　5．5　5．4　1．2　1．2　ユ．2　1．2　　　。　十．2　　→一　2，3　　一ト

1．2　・　　・　十L21．2

　・　十　L2　　・　　牽　 十

・　　・十．2　十　 十　　。

■　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　■　　　　　　o

・十．2　十　 十　　・　　・

・　　・　　。　L2　　。十，2

φ十．2　　…　　　　　　　十

・　2．3　 亀　2．21．2

●　ユ．2　2．2十．2　ユ．2

十　十　　。　・　十

・　・　÷÷．2　÷

●　　　　　　　■　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　●

■　　　　　　●　　　　　　o　　　　　　●　　　　　　●

・　…　　　　　1．2

十 2．2→一．22．3

十　L2　 ・　1．1

十　十　 ・　十

…　　　　　　一ト

9　　　　　　■　　　　　　・　　　　　　●

・　・十．2　・

●　　　　　　o　　　　　　o　　　　　　o



25）ヒライーシバナ群落

」冠ηC鉱8　yOん0εCεπ8ε8－Tγ喀ZOCんぬ　 aSladCum　－

Gesellschaft

　ドロイーウミミドリ群落のやや内陸部にはヒライ，

シバナ，エゾッルキンバイで区分されるヒライーシ

バナ群落が生育している。ここでは岩礁の基盤上に

砂の堆積が認められ，主にヒラィ，シバナ，ウミミ

ドリ，エゾツルキンバイ，トウオオバコ，チガヤな

どが密に根茎を張り，あみ状を呈し，砂を固定化し，

少ない有機物を集積している。ここでは内部乾燥地

に近づくほど，チガヤの植野遊が高くなってきてい

る。男鹿半島では，外洋につきでているために塩沼

Tab．26　シオクグ群集

　　　　Caricetu狽　 scabrifol童ae
Gr6βe　d．　Probefl銭che　（㎡）　　　：

｝｛δhe　　d．　　Vegetation　　（m）　　　：

Deckung　d．　Vegetation　（％〉　　：

Artenzahl　　＝

植生の発達はあまりよくないが，半鵬北南部の岩礁

地帯，とくに戸賀から入道崎にかけての海蝕台地上

に比較的まとまった三分が晃られる。

26）シオクグ群集

Car重cetum　scabrifohae　ドロィ群集
およびヒライーシバナ群落と隣接した少さなプール

内に生育するシオクグの一種構成群落である。シオ

クグが90％近い植被率を占め，隣接群落からのシバ

ナ，ウミミドリが小被度で混生する。

　男鹿半島においての分布は局地的で，きわめて少

薗積である。

調査面積

植生の高さ

植生の博戦率

出現種数

Kennart　d．　　Ass．

　　　Carex　　scabrifo互ia

Beg豆eiter　：

Tr1glochin　asiat三cum

Glaux　maritima　var．　obtusifolia

群集標言種

　シオクグ

随伴種

　シバナ

　ウミミドリ

1

60

95

3

5．5

1．1

十．2

　　A：ド・イ群集　　　　　Ju轟cetu鵬gracill重m…i

　　B：ヒライーシバナ群落　　」…u・y・k・sce・・iS一？・ig・・磁・m。。，im＿Gese、よsch。fも

Fig．　3　塩沼地植生の群落配分模式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

Schematische　Darste1｝ung　　der　Gesellsbhaftver　　teilung　auf　der　Salzw重esengesellschften

A：ドロイーウミミドリ群落」鉱ηc㍑88γαc泥お7π鴛8－G♂α㍑κ7πα7翻肌αvar．　oδ孟駕8ヴb♂‘α一Gese11－

　　　　schaft

B　：　ヒライーシバナ群落　」醜。％8ッ。み08cεπ8ε8一一丁7ご8♂ocんぬ　aslaticum－Gesellschaft

J．低層湿原および挺水・浮葉植物群落　　　　　　　　ネ科草本群落であり，ほとんどウキシバの単一純群

27）ウキシバ群落　　　　　　　　　　　　　　　　　　落の様相を呈する。浅い灘地では沼の岸辺や水域部

Psε認OTαpんα8　航‘8規6α一Gesel圭schaft　　　　　　　　に浮島状に群生する。

　水深の浅い沼地や水さな流水辺に群生する小形イ　　　　調査された群落は，船越の近くの水田に近い翻溝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一130一



中生育しているもので水深15c恥程度の流水申にウキ

シバがほぼ純群落をなし，ミクリ，ガマ，ヨシ，ミ

ゾソバなどがわずかに混生しているのみである。

　この群落はヨシクラスに属する特異な浮葉植物群

落といえる。

28）ウキヤガラーマコモ群集

Scirpo　fluviat三1is－Zizanieturn
　半島東部の脇本，船越方面の低湿地や水田地帯に

　　　　。噛癖識総轄灘瘤病一
　v’F　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　磁　　　　　　　　歩

　、一凧．　　　鍵＿　、　　　　　　　　　潤　　．梵欝．．鰻　．認伽　　・
鶏畿糖　’　　　『　　　　r　　　　　　　晒

多く見られるヨシクラスに属する挺水植物群落であ

る。11nを越える高茎のウキヤガラ，マコモ，ショ

ウブ，あるいはフトイなどの挺水植物によって講成

される。この群落は水深1m以内の水域で，しかも

泥が厚く堆積している場所にもっともよく発達し，

水深の浅い沼地では水域金域に広がり，大きな湖で

は小河川の流入する岸部周辺に，流水中では水田地

帯の小水山内などに多く見られる。

　　　　　　　ド　だ

。、

Z鞭懸嚢蕪纏韓．‘鯉難
　　　　　　　　　　　　鑛覇難癖轟蕪。・

馨・謬誕

細

壽

〆

Ph。t，　15水深の浅い沼地に一面に発達するウキヤガラーマコモ群集およびコウホネ群落

　ScirPQ
der　Teic熱．

ξ1uviatil三s－Ziza飛ietum　　lat三foliae　ur｝（i　IV鍵ρんαγノαρoπど。㍑πかGeseBschafth｝

29）チゴザサーアゼスゲ群集

Isachno　Caricetulγ｝　七hu琵bergii

　欝欝近くの沼地や寒風山の玉池のまわりに見られ

る上落高50cm程度のヨシクラスに属する湿生草本：植

物群落であり，アゼスゲ，ヒメシロネ，チゴザサ，

ミズオトギリ，ノハナショウブなどによって構成さ

れる。一般にアゼスゲ群集は沼地では水位の変動の

激しい摩部に見られ，また同じような立地にあたる

河辺にも見られる。この群集はアゼスゲがもっとも

高い植難度を示し，広く純群落を形成することもし

ばしばある。

30）カサスゲ群集

Caricetum　 dispalatae

　沼地のまわりの湿地，水閑付近の小水路など常に

冠水している湿地に発達するカサスゲ優占群落であ

り，湿繊では水園の耕作放棄後にも生じ，ここでは

マッバイ，クサネムをともなって出現忌数の少ない

斉一な群落を形成している。チゴザサーアゼスゲ群
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丁曲．32　コウホネ群落

　　　　N冠ρんαアノαpoηご。包？π一Gesellschaft

Nr．　d．　Aufnahme　　： 調査番号 1 2　　3　　4

Grδβe　d．　Proβefl銭che　（㎡）　　： 調査i薦積 400 9　　9　30

H6議e　d．　　Vegetation　　（㎝）　　　： 植生の蕩さ 2010C　80　8G

Deckung（土　VegetatiQ疑　（％）　　： 植生の植被率 80 60　80　60

Arte轟zah1　： 出現種数 3 5　　7　　4

Tren塩anten　d．　　Gesellschaft　　　： 群落：区分種

㌶uphar　japonicum コウホネ 2．34．42．32．3

醤e歪u揃bo湘。三fer＆ ノ、　　　ス 2．3　十4．42．2

Trapa　japon三ca． ヒ　　　シ 4．4　　。　十　　・

Ke轟narten　d．　hδheren　Einheiten　： 上級単位の標四種

Myriophyllum　spicatu｝n ホザキノフサモ ・　十　L2　・

Utricularia　japonica タヌキモ ・　　・　L2　・

Be　leiter　：

Zizはnia　latifolia マ　　コ　モ ・十．2L22．2

Scirpus　£luviatilis ウキヤガラ ・（＋）　・＋．2

Pseudoraphis　ukishiba ウキシバ ・　　・十．2　　。

集と同様，カサスゲの優占するヨシクラスのスゲ型

湿生草本群落である。

31）ヨシーガマ群落

Pんγα8m記eεcoπm伽‘8一τypんαZα漉メ。据α一Gese－

11schaft

　ウキヤガラーマコモ群集と岡様iに高：茎の挺水植物

群落に入ると考えられるが，沼地では，この群落が

見られるのは比較的少なく，むしろ水田放棄地のよ

うな浅く冠水した荒地に遷移途中相として生じるこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　
とが多いようである。これはガマはいわゆるガマの

慈と呼ばれる羽毛をもった覆子がたくさんついてお

り，これがかなり遠くまで風によって運ばれるとい

う一難生雑草のもつ繁穂法も窟しているためと考え

られる。男鹿半島東部の低地の水田地帯では，最近

休耕田となったものが多く，ζのヨシーガマ群落が

よく発達している。

　群落内にはサンカクイ，エゾサヤヌカグサ，イボ

クサ，ヘラオモダカなどが混生しているが，平均種

数は6種類と少ない。この群落は順次ヨシを主体と

する群落やスゲ型の湿生草本櫨物群落に移行するも

のと考えられる。

32）コウホネ群落：

」〉μPんαrブ¢ρ傭。凱一Gesellschaft

　農業かんがい用の溜池や薗然の浅い澱地に見られ

る浮葉干物群落であり，水深1m内外付近によく発

達しており，ときおり2m以上の水深地にも及ぶ。

沼地が浅い場合には広い水域全域にわ斥って生育し

ている場合も見られ，丁場には小さな黄色の花をつ

け美しい禦観をなす。沼地の岸部付近には普通ウキ

ヤガラーマコモ群築の拠水植物が見られ，浮葉三物

群落はこれに接してより深水部に発達している。

　群落の出現種数は3～7種であり，このうち3種

がいわゆる浮葉植物でありコウホネ，ハス（栽培逸

出），ヒシがそれぞれ高千度を占めており，隣接群落

のウキヤガラーマコモ群集の構成種であるマコモ，

ウキヤガラなどを混生している。また，より竈養池

では水中にホザキノフサモ，タヌキモなどの沈水植

物の生育が認められる。この群落はヒルムシロクラ
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スに属する。

33）アイアシ群集

　　Phace圭urue亀um　 latifo｝iae

　海岸砂礫地には帯状に打ち上げられた浮遊物に沿

って，そのやや後方に三mを越す高茎のイネ科植物

アイアシが密生する。ここでは基盤は砂礫上にあり，

胤沼地植盤と接して発達している。群落の下燭には

塩沼地植生のヒライ，シバナ，ドロイが混生するほ

か，ヒライ，ハマゼリ，ミヤコグサなどが生育して

いる。

　この群落は男鹿辛騰では少く，今回の調査では弁

天丘附近で見られたにすぎない。

K　耕作地・路傍雑草群落

　植生は一般に環境要國が一面的で極端になるにつ

れて多層の群落階層を有する森林埴生から二層の低

木群落，草本欝落，そして蘇苔地衣撞物社会へと順

次退行，貧化している。すなわち山地帯から高山帯

への濃度的傾斜，適灘の丘陵地から湿性地（あるい

は乾性地〉などのように立地の傾斜にそって各群落

階層，生活形を有する自然植生の配列が見られる。

この横生の一般的傾向は樋生にとって一つの重要な

Tab．33　アイァシ群集

　　　　　Phaceluruetum　lat｛｛〇三iae
Grδβe　 d．　Probef1ε1che　 （　2狙）

hδhe　d．　Vegeta℃i・n（cm）

Dec盆ung　d．　Vegetation（％）

Artenzahl

Ke撒art（圭．　Ass．

　Phacelurus　｝a記ifolia

Begleiter

　P｝aR亡ago　malor　var。　lapO南ca

　Juncus　yQkoscensis

　Triglochin　asiaUcum

　Imperata　cylindrlca　var，　koer｝lgil

　Cnidium｝aponicum

　L。tus｝apon三cus

　Ixeris　japon三ca

　Juacus　graclllimus

　Lvslmachia　maし茎rkiana

環境要因である人為的影響によっても生じる。

　本来，森秣纏生が成立する立地においても人為的

影響が強くはたらくにつれて，やはり，．森林纏生か

ら低木群落，草本群落へと禎生は貧化し，画一化を

きたす。すなわち人購の集中する町や柑の住宅地域，

工場用地，道路などやその周辺，あるいは定期的に

耕されたり，草むしりのおこなわれる畑作地や水田

などにおいて，植生は主に一黛生雑菓による草本樋

物社会にとどまっている。これらの画一化された植

物社会は，またきわめて広い地域的な広がりを有し

ており，本州・四濁が尺一の群集に属するほど画一

化されていることが多い。さらに，このような群落

内には汎世界種（コスモポサタン）とよばれる広く

世界に公布する種群が多数含まれ，世界の，人閥が

生活する地域では類似した群落が広く分布している。

これらの草木群落は人為的影響とつり合い持続群落

として成立しているものであり，人為的影響の低下，

あるいは停止によって再び急速に森林植生への復元

がおこなわれる。

34）ナギナタコウジューハチジョウナ群集，および

　　カラスビシャクーニシキソウ群集

　　Elsholtzia　patrini－Sonchus

調査面積 6

優生の高さ 100

植生の禎被率 75

出現種数 10

群集標徴種

アイアシ 回
随伴種

トウオオバコ 2．2

ヒライ 1．2

シバナ 十

i　　　　　　　　　　　　チガヤ L2

ハマゼリ ユ．2

ミヤコグサ 十．2

オオジシバリ 十

ドロイ 十

ハマボッス 十
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　brachyotis－Assoziation　und

　Pinell｛a　ternata－Euphorbia

　pseudochamaesyce－Assozlat三〇n
農．家周辺の丘陵地を中心に畑作地が広がっており，

ダイコン，アズキ，ジャガイモ，あるいは叢菜類の

作付けが広くおこなわれている。これらの作付け野

菜類のまわりに，いわゆる畑の雑草としてシロザ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ヤ

ツユクサ，エノキグサ，カタバミなどが散生するの

Tab．34ナギナタコウジューハチジョウナ群集，カラスビシャクーニシキソウ群集

　　　　　　Elshohzia　patrini－Sonchus　brachyot圭s－Assoziaもion　und

　　　　　　PineB圭a記ernata　一εuphorbiapseudochamaesyce－Assoziatiorl
Nr．　d．　Au｛nahr臓e　　： 調査番号 1 2

Groβe〔i．　Probef1浸che （㎡〉　＝ 調査面績 8 32

H6｝．｝ed．　Vege亀ation（cm） 植生の高さ ユ30 25

Deckung　d．　Vegetation （％）　： 植生の分泌率 70 60

Artenzahl　： 繊現種馬 24 29

Kenn－u．　Trennar七en　d． PAss．： 群集肝胆種および区分種

Sonchus　brachyot圭s ハチジョウナ
菊　　　1

●

E圭sholtzia　ciliata ナギナタコウジュ
　　　LQ．2i
堰@1

●

Po茎ygonum　nodosum オオイヌタデ 』 o

Kenn－u．　Tremar・ten　d． Ass．　： 群集標徴種および区分腫

Pinellia　ternata カラスビシャク ●

2．21　　　5

Eragrost三s　pilosa オオニワホコリ o
　　…

?」

Kenn－u．　Trennarten　d． Verb，　： 群団の門口種および区分種

Centipeda　mlni磁a トキンソウ ● 1．2

Cyperus　mfcroiria カヤツリグサ 十 十

Kena－u．　Trennarten　d． Ord．　； オーダーの標徴種および区分種

Chenopod沁m　album シロザ 十 ÷

Commelina　communis ツユクサ ユ．2 ÷

Polygonum　long呈setum イヌタデ ÷，2 十

Portulaca　oleracea スベリヒユ ● 1．1

Ste董1aria　med三a ノ＼＝1べ ● 十．2

Kenn－u．　Tren轟ar宅en　d． Klasse　： クラスの標特種および区分種

Aca｝ypha　ausもralis エノキグサ 十 1．1

Oxalis　corniculata カタバミ 牽 十．2

Digitaria　adscen（圭er｝s メヒシバ 十 十

Amarand．｝us　lividus イヌビユ 十

Physalis　angulata 　　　　　　　　　　　　、9Zンナリホオスキ ● 十

Kultur　£1anzen　　： 櫃栽種

民ap始nus　sa宅ivus　var． hortensls ダイコン 1．1 ．

Azukia　angularis アズキ o 3．3

Be　leiもer　： 随伴種

Equlsetum　arvense　var． boreale スギナ ユ．2 1．2

Digitaria　violascens アキメヒシバ 十2 1．2

Sonchus　oユeraceus ノゲシ 十 十

Erigeron　annUUS ヒメジオン 千 十
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出現一圓の種（随伴種のみ）Auβerdem｝e　einma1

（nur　Be琶1eiter）ln　Aufn．　Nr。1；Metaplexis　la一

ρonicaガガイモユ．2，　Setaha　glauca　var．　glabre－

scensキンエノコロ幸．2，　Hu順u短s　japonicusカナム

グラ辛。2，Plcris　hieracio三desコウゾリナ十，　Ru－

mex　acetosaスイバ十，　Calystegla　iaponlcaヒルガ

オ十，Polygonu塒av三culareミチヤナギ十，　Taraxa

cumセイヨウタンポポ十，　Ph｝eum　pratenseオオア

ワガエリ十，ih2；Artemisia　princepsヨモギ1．2，

Stellar三a　alsineノミノフスマ1．2，εrigeron　canad－

ensisヒメムカシヨモギ1．1，Echinochloa　crus－ga・

11iイヌビエ十，　Mazus　japonicusトキワハ・ぜ→・，

Cardamine　flexuosaタネツケバナ十，　BothriOSP薗

ermum　teneユ1umハナイパナート，　Sagina　laponica

ツメクサ十，Cerastium　hobsteo｛desミミナグサ十，

Arthraxon　hispidusコブナグサ十。

が見られ，一年掛苧：本群落を形成している。西黒沢

付近の畑地ではハチジョウナ，ナギナタコウジュ，

オオイヌタデを心門種，および区分種とするナギナ

タコウジューハチジョウナ群集が認められ，寒風由

のふもとではカラスビシャク，オオニワホコリを標

Tab．35　コシカギクーハイミチヤナギ群集

徴種および区分種とするカラスビシャクーニシキソ

ウ群集が認められた。荊者は主に霞本の本州・四国

の畑地に広く見られる群落であり，後者は北海道に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
その分布が知られている。したがってこの男鹿半島

においては，聖地系，および南方系の群落が混在し

ているといえる。

35）コシカギク＿ハイミチヤナギ群集

Polygonum　aequale－Matricaria

matricarioides－Assoziatlon
　町や村の佳宅が集中し，人や車の往来がある場所

では，それが激しい場合にはどんな雑草群落をも支

え得ることはないが，それが比較的弱かったり，あ

るいは雑草によって生じた裸地にそって生じる踏跡

出頭であり，ほふく状を呈するハイミチヤナギやコ

シカギク，オオバコ，アキメヒシバなどの一矩生雑

草によって群落は構成されている。これらは比較的

まばらに群生しており，人為的作用が大きい程散生

している。

Po玉ygonum　aequale－Matri　caria　matr三carioldes－Ass・

Gr6βe（i．　Pr◎beflache　（㎡）

H6he　d．　Vegetation（c田）　：

調査面積

植生の高さ

ユ

玉0

Deckung　d。　Vegetatlon（％）　： 植生の植被率 40

Artenzahl　： 出現忌数 7

Kennarten　d．　Ass，：一■・｝舳■・

群集標徴種

Polygonum　aviculare ハイミチヤナギ 2．3

Matricaria　matricarioides コシカギク 圭2

オーダー富国種
一

Plantag◎asiatica オオバコ 1．2

Keanart　（1．　Klasse　　l

　Poa　annua

Begleiter

Dig｛taria　vlolascens

Rumex　obtusifolius

So鷲chus　oleraceus

クラス標目種

　スズメノカタビラ

随伴種

　アキメヒシバ

　エゾノギシキシ

　ノゲシ

十

L2
十

十
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36）ヨモギ群落

　　．4冗e呪どεぬργ翫ceρ。一Gesellshaft

　畑作地や裸地がユ爺以上放置されると，畑地雑草

　群落や路膀雑草群落などの主な群落構成種である

年生雑草に代って，多罪生の草本植物が侵入，繁殖

しており，ヨモギ，コヌカグサ，オオウシノケグサ，

シロツメクサ，フキなどが混生し，ここではヨモギ

が50％以上の植被率を占め，群落高も95c無に達して

いる。西黒沢の耕作放棄畑で得られたこれらの群落

は上記の多黛生草本植物を区分種としてヨモギ群落

としてまとめておいた。

37）カモガヤ群落

　　Dαc吻㍑89♂oηLθγα渉α一Geselschaf℃

　牧草地として利用されている土地においては播種

された牧草類カモガヤ，ムラサキツメクサ，オオア

ワガエリ，シロツメクサ，コヌカグサなどが繁茂す

る中に，ヘラオオバコ，ヨモギ，ヒメスイバなどの

多年生の好目．素性雑草：が生育しているQ

38）ヒロハイヌノヒゲーマッバイ群落

EγゴOCα堀0πm伽γ8オ謡醗一EZεOCんα幅8　αC‘C厩αγε8・

var．　Zoη8ご8e孟α一Gesellschaft

　秋季の水田雑草群落である。すでに水田の水位は

ほとんどなく，わずかに湿姓状態を保っている程度

になっている。したがって群落内には冠水時に繁茂

していたと考えられるウリカワーコナギ群集の群落

構成種であるコナギ，セリ，ケイヌビエなどが混生

しているが，一般に雑草の千度は低く，群落はきわ

めて背たけの低いヒロハイヌノヒゲ，およびマッバ

イが高山度で生育している。したがって，この群落

は水田の水位の低下によりウリカワーコナギ群集が

Tab，36　ヨモギ欝落

　　　　　湾惚煽8‘αρ幅ηcερ8－Gesel｝schaft

Nr．　d．　Aufnahme　： 調査番号 1 2

Gr6βe　d．　Probeflache　（㎡）　： 調査面穫 25 4

H6he　d．　Vegetation（cm）　＝ 植生の高さ 140 70

Deckung　d．　　Vegetation　（％）　　： 植生の植被率 go 95

Artenzah1　： 出現種数 10 19

Trennarten　der　Geselischaft　　： 群落：区分種

Arte獄isia　princeps ヨモギ 5．5 4．4

Agr◎stis　alba コヌカグサ ● 1．2

Festuca　rubra オオウシノケグサ o 1．2

Trifoユium　repens シロツメクサ ● 十．2

Petasites　laponicus フ　　　キ ● 十

Trennarten　der　U就ereinheiten　： 下位群落区分種

Metaplex三s　　japonica ガガイモ 一←．2 6

Taraxacum　officinale セイヨウタンポポ 十 ●

Geranium　thunbergii ゲンノショウコ 十 ●

Calystegia　laponica ヒルガオ ● 1．2

Amphicarpaea　trisperma ヤブマメ ● 1．2

Setaria　glauca キンエノコロ ● 1．2

Microstegiu瀬vhηineu勲vaL　P。lystachyum アシボソ ● 1．2

Rumex　obtusifolius エゾノギシギシ ● 十

Polygonum　cuspidatum イタドリ ● 十
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後退し，かわって一年生のヒロハイヌノヒゲが繁茂

した短期一年生雑草群落といえる。

Beg｝eiter　随イ四種　　三n　1　；Miscanthus　sinensis

ススキ　十，Erlgeron　annuusヒメジョオン．÷，

Oxalis　comiculataカタバミ　十，　Plantago　asi－

aticaオオバコ　÷，　Fragaria　ananassaオランダイ

チゴ十，Agropyron　tsukushienseカモジグサ十，iR　2

：Arthraxon　hispidusコブナグサ1．2，Equisetum

arvenseスギナ1，2，　Dlgitaria　vio！ascensアキメヒシ

バL2，Elsho｝tziacihataナギナタコウジュ十，Σ）i－

gitaria　adscendensメヒシバ十，　Co恥mel｛na　com”

munisツユクサ十，　Eragroshs　curvu｝aシナダレス

ズメガヤ1．LEhgeron　canadensisヒメムカシヨモ

ギ＋．

39）ヤナギタデーコウガイゼキショゥ群落

　　　Po匁80η駕7π　んシ（f70ρ切e7－JuπCUε　～εε刃んεηα・

　　　堀置菖一Gesellschaft

　　ヒロハイヌノヒゲーマツバイ群落と同様水田雑草

群落の一つであるが，この群落は秋季にも常に冠水

する湿燈に生育し，しかもまた時間のより経過して

いる。前者が短期一年生雑草群落であるのに戴し，

後者はタウコギクラス（Bident飢ea　tripa－

rt汽1）に属する一駕生雑草群落である。群落は中

茎のヤナギタデ，コウガイゼキショウ，キツネノボ

タン，イボクサなど多くの一年生草本植物によって構

成されている。この群落はヤナギダテ，コウガイゼ

Tab．37 カモガヤ群落（牧輩地）

Dαc吻Zどs　gJo7πeγeεα一Gesellschaft（Wei（ie）

Grδβe　d．　Probe君ache（㎡〉　：

H6he　d．　Vegetation（c融〉：

Decku戦g　d．　Vegetat三〇n（％）　：

Artenzahl　：

Gesate　Pflanzen　：

　Dactyhs　glomerata

　Trlfolium　pratense

　P熱1eum　pratense

　Triξ。lium　repens

　Agrostis　alba

Miscanthus　sinensis

Erigero訣annuus

P｝antag。1anceolata

Arundinella　hirta

Artemis｛a　princeps

Paspalum　thunbergii

Petasites　japonicus

AdenoP｝10ra　triphyha　var・laponica

Festuca　rubra

Oenothera　parviflora

Rumex　acetQsella

Luzula　capitata

調査面積 25

植生の高さ 15

植生の植込率 80

出現種壷 7

播種牧草

　　腫Jモガヤ 2．3

ムラサキツメクサ 1．2

オオアワガエリ 1．2

シロツメクサ 1．2

コヌカグサ 1．2

その他の種群

ススキ 3．3

ヒメジョオン ユ．2

ヘラオオバコ

トダシバ

ヨモギ

　　リススメノヒエ

フキ

ツリガネニンジン

オオウシノケグサ

アレチマツヨイグサ

ヒメスイバ

スズメノヤリ

÷

十

十

十

十

十

十

十

十
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Tab．38 ヒロハイヌノヒゲーマッバイ群落

Eゲ‘OCα冠‘0箆　　7’0δ秘8琵U3｝EZeOCんα7曜‘8

　　　αc‘c堀αγ‘svar．　♂oπ8‘se壼α一Gesellschaft

Grδβe　d．　Probef捲che（㎡）　：

Hδhe　d．　Vegetatati・n（c鵬）：

Deckung　d．　Vegetation（％）　：

Artenzahl　　：

調査面積

樋生の高さ

植生の鱗被率

出現懇懇

2

50

40

10

Trennarten　d。　Gesellschaft：

　　　Er三〇CaUIOn　　rObUStiUS

　　　Eleocharis　　acicularis　　var．

Arもen　（L　　Oryzetea　　sativae　：

iongiseta

群落区分種　　　　　！
　　　　　　　　　　　　　　　　！

　　　Rotala　indica

　　　MOnOChOria　vagina玉iS

　　　Cyperus　　di　fformis

　　　Oryza　sativa

　　　Echinochloa　crus－galh

Arten　d．　Bidentete旦　　：

　　　Polygohum　　hy（lropiper

　　　Stel互aria　a玉sine　var．

一etea：Oenanthe　javanica

var．　　caudata

undulaもa

ヒロハイヌノヒゲ

　　　マツパイ

イネクラスの種群

　　　キカシグサ

　　　：コナギ

　　　タマガヤツリ

　　　イ　ネ

　　　ケイヌビェ

シロザクラスの種群

　　　ヤナギタデ

　　　ノミノフスマ

ヨシクラスの種

　　　セ　　リ

3．3

2．3

十

十

十

十

　十

1＋

十

轟轟

　露桝
望聯

醸：毒

Photo．16各地の水田が休耕田として放置され，湿生槙物群落が水田一面に繁茂している。

　　　　　　　13rach　liegende　Reisfelder　bedeckt　sich　mit　der　feuchten　Pflanzengesellschaften．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一138一



Tab．39 ヤナギタデーコウガイゼキショウ群落

Po～シ80π冠7η　嬉470μPε7－J撚。瓠ε

Nr。

Gr6

Hδh

Zeεcんεπα冠㍑ε‘一Geselischaft

d．　　Aufnahme
：

調査番弩・ 1 2 3

βed． Probef1銭che　（㎡）
：

調査面積 25 25 30

ed．　Vegetat三Qn （cm） ：

槙生の　さ 50 30 30

kung　d． ～bgetat｛on　（％） ：

禎生の植被率 80 80 70

enzahl　： 出現種数 17 19 21

nnarten　d． Gesellschaft ：

群落区分種

Polygon購 hydr。plper ヤナギタデ ．4 3．3 3．3

Juncus leschenaultii コウガイーぜキショ ．2 淫．3 3．3

Hypericum laxum コケオトギワ 十 2．3 1．2

tnd． ｝｛δhereneinhe三ten
：

上級単位の種群

駕leocharis aciCUlaris var． iongisita マツバイ 2．2 2．2 1．2

£riocaulon robust1US ヒロハイヌノヒゲ 率 十 十

Polygonum thunberg｛i 　　晒~ソソバ o 1．2 2．2

Al。pecums aequahs スズメノテッポウ 十 ● 十

Ranunculus quelpaertensis キツネノボタン 麟 十 十

Cardamine flexuosa タネツケバナ 十 ■ ・

Bidens 　　，■狽秩cpart1之a タウコギ 十．2・ ○

EleQcharis congesta ハリイ ● ● 1．2

1eiter　： 隣伴種 ρ

Oenanthe ・，Cavam　ca セリ 1．2 十 1．2

Rydr。c。tyl 　　　　　　，，?　　rnarlt…ma ノチドメ 十 十 o

Anei｝ema　keisak

Plantago　　laponica

Centipeda　　minima

Lycopus　ramosissimus　var．　laponicus

Argostis　alba

Pseudoraphis　ukishiba

Aeschyn◎mene　indica

SagiUaria　tr｛folia

Potamogeton　dlstinctus

Phragmites　lapon｛ca

M。n・Ch・ria　VaglnaliS・’ar．　P｝antaginea

Juncus　　tenuls

Triadenum　laponicum

Poa　　annua

Lobeha　chinensis

Polygonum　　nipponense

£quisetum　arvense　var．　boreaie

Samoius　parvinorus

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－139一

イボクサ

オオバコ

トンキンソウ

　　ヘ　　　　　　　　　　　　ヘ

コンロ不

＝コヌカグサ

ウキシバ

クサネム

オモダカ

ヒルムシP

ヨシ

コナギ

クサイ

ミズオトギリ

スズメノカタビラ

　　　いミソカクシ

ヤノネグサ

スギナ

ハイハマボツス

1．2

　●

　o

　●

1．

1

　■

十

1．2

1．2

1＋

十

　・

　●

　●

　●

　●

　●

　●

。　1．2

十　　十

十　　一←

十2十

圭2十

十

　巳

　り

　●

　o

　●

　・

　●

．1．2

十

十

十



キショウ，コケオトギリを区分種としてヤナギタテ

ーコウガイゼキショウ群落としてまとめられた。群

落内には短期一隼生雑草群落の構成種である，マツ

　　　　　　　　　　　　　　　HONZA封　（7ユ6田）

バイ，ヒロハイヌノヒゲ，

に混生している。

トキンソウなどが残存的

ii…

ii
～

L E D G

KJ㌧NP罷JZ《N　（355田）

　ニ　　ロ　　　ト　　　　コ

　；：ii　i　i　i
　＝　＝＝1　　＝　　i　：

HF A 」 K C P 0 Q K L 1 M K s o

Fig．4　男鹿半島の植生配分模式（本山一寒風山）

　　　　　　　　Schematische　Verteilung　der　Vegetation　auf　dem　｝｛onzan　u．　Kanpuzan．　　Oga

　　　　　　　　一｝｛albinse1．

A：ヒメァキオーブナ群集

　　　Aucubo－Fagetum　crenatae
B：クマイザサーミズナラ群落

　　　　Sεsα　8επαπeπs‘8－Q起erc君8　？πo箆go銘。α　var．　gγ08εeεεグγ・α参α一Gesellschaft

C：カスミザクラーコナラ群落

　　　　1⊃丁包π秘8　”eγθctm（2α一Que7c冠ε　εe77・α孟α一Gesellschaft

D：エゾイタヤーシナノキ群落およびミソバウッギーケヤキ群落

　　　ゑceγ　㎜oπo　var．　9γαδ7α一丁‘♂‘α　ノ忽）o短。α一Gesellschaft　u塁d　8蓄αPん〃Zeα　う辮παZ（∫α一Ze既。ηα

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　εε7デαεα一Gesellschaft

£：トガヒゴタイーカシワ群落

　　　　Sαt乙88包7θα　πゆpoπ‘cα　var．　π膨ゲαηLαεε捌一Q秘e7cμε　（オeπオα孟α一Gese玉lschaft

F：ミヤマナラ群集

　　　Nan。quercetum

G：ムラサキヤシオースギ群落

　　　Rんododeπdゲ。πα」67ecん言‘卜σ7写μo⑳e7‘αノ¢ρoπεcα一Gesellsc撫£t

H：ホッッジーミヤマビャクシン群落

　　　　τ7‘pe診αZe‘α　Pαπ‘c配α¢α一」瓢π‘ρεγ泓8　cん‘πeπ8‘8　v＆r．　8α79επ翻‘一Gesellschaft

王：アラゲヒョウタンボクーノリウツギ群落

　　　・乙07z‘ceデα　　8孟roρんεopんoTα｝1了シdγαπ8eα　　ραπ‘cμ♂α孟α一Gesellschaf七

J：ミズナラースギ群落およびスギ植林

　　　　Q包eγcμ8　？πoη80鳶。α　var．87088ε8e7rα孟α一Cηρ壼07πe7・‘α　ノ。甲。π‘cα一Gesellschaft　un（圭　C7・鯛p診07πe7εα

　　　ノ（ゆ。ηεcα一Forst

K：クロマツ（アカマツ）植林

　　　　P∫πμ8　　孟んτ6πδθ7召∫‘　（∫）‘π％8　　（1θη8び♂07α）　一Forst

L：ハマオトコヨモギーススキ群落：

　　　湾幡θ7πε8‘α　7παc70cepんα‘α一ムf‘scαπ酌μs　8‘πeπ3‘＄一Gesellschaft

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－140一



L∵ノハナショウブーススキ群集

　　Ir｛di－Miscant’hetum　sinensis
M：アズマギクーシバ群集

　　Erigero－Zoysletum
翼：ドロイーウミミドリ群落およびヒライーシバナ群落

　　んπc駕887αc‘〃諏冠8一αα冠κ飛α7押目αvar．・伽8‘∫・磁一Gesellschaft　und　Jh箆。冠8シ・ん・8ceη8一

　　‘8一τアガ9♂ocん∫箆　　α8ガαεどcuηz　一（≧｝seユlschaft

O：ナギナタコウジュ一事チジョウナ群集およびカラスビシャクーニシキソウ群集（畑作地）

　　Elsh◎itzia　patrini－Sonchus　brachyotis　Assoziation　und　Pinelha

　　ternata－Euphorb｛a　pseudocharnaesyce－Assoziat｛on
P：カモガヤ群落（牧町地）

　　Dαc麹㍑88♂oηLeγαεα一Gesellschaft

Q；ヒロハイヌノヒゲーマツバイ群落（水田雑草群落）

　　E7εocα掘。η　ゲ。δ冠8蝕ε一Eεεocんα7εs　αcεc堀α7‘8－Gese｝1schaft（Reis釜e達d－Unkrautgesenschaft）

R：ヨシーガマ群落：

　　Pん7α87π島ε8　coη乙η襯ηご8－Tシρんα　’α鋸∫oZ‘α一Gesellschaft

3　現存植生図

　男鹿半島全域に対しておこなわれた現地調査によ

り得られた植生調査資料の群落組成表組み替え作業

によって描象化された各植生単位（各論参照〉の分

布と拡がりが1：50，000の地形図上に表わされてい

る。

　男鹿半島では各植生の拡がりがきわめて狭く，複

雑に錯綜している場合も多い。したがって1：50，000

の地形図上に表現でき得ない植生単位については類

縁の植生とまとめられ，29の凡例で描かれた。

　男鹿半島における臨然植生は男鹿三山の山頂部か

ら西海岸に面する急斜面地に限られており，本州北

部のブナクラス域の代表的夏緑広葉樹林であるヒメ

アオキーブナ群集，ミズナラースギ群落や海岸嵐衝

地のエゾイタヤーシナノキ群落，ミッバウッギーケ

ヤキ群落，ミチノクホンモンジスゲーカシワ群落な

どがそれぞれの立地に沿って発達している。西海岸

側斜面ぞいの代償植生についてみるとクマイザサー

ミズナラ群落が大半を占めており，一部アカマツや

クロマツの植林を含め人為的影響の比較的少ない二

次林が四体をなしている　＝次遷移の圭ヒ較的遅い代

償植生としての草本植物群落は海岸に迫った台地上

に段々畑状に作られた狭い畑地や，近矩，完成した

観光有料自動車道路沿いにススキ草原（ハマオトコ

ヨモギーススキ群落）や，崩壊地草本島物群落（オ

オ…ヨモギー口幅イタドリ群落），あるいは畑地雑藁群

落（ナギナタコウジューハチジョウナ群集，ヨモギ群

落）などがわずかに見られる程度である。この薩海

岸側は比較的変化に暗んだ，豊かな植生景襯を示し

二ている。

　男鹿三山を境いに東側斜面や，それに続く．丘陵地，

沖積低地ではそのほとんどが広く代償植生によって

おきかえられている。森林植生ではカスミザクラー

コナラ群落やクロマツ（一部アカマツ）の植林が大

部分である。また，台地上や沖積低地ではさらに人

為的影響の強くはたらく，二次遷移での初期植にあ

たるススキ草：原（ノハナショウブーススキ群落）や，

畑地雑草，水田雑革，銘傍雑草群落が大半を占めて

いる。この半島東部に突嵩ずる寒風山においても例

外ではなく，この火山が比較的新しく，また，海抜

高も低いこともあり，そのほとんどがシバやススキ

の草原となっている。

　以上のようなさまざまな形態の土地利用は男鹿三

由の東側を中心におこなわれてきた。西斜面部は交

通の不便と急傾斜地という地形的要閃から四生は比

較的漏存されてきたといえる。しかし，現在，男鹿

三山由頂都付近まで森林の伐採が進みはじめ，男鹿

半島に最後に残された代表的夏緑広葉樹林も次第に
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失なわれっつある。

　　　まとめ

　1970年7月～10月に男鹿半島全域の現地踏査によ

る植生調査が行なわれた。また岡時にユ：50，000の

縮尺による現存植生図の作製が試みられた。植生調

査はブラ，ウンーブロンケ1964の植物社会学的調査方

法によって，現存するすべての群落について約300

ヶ所の野外調査資料が得られた。これらの調査資料

は植物社会学的手法，テーブル操作の結果下記に示

す群落単位が把握された。

　A　夏緑広葉樹林　ユ）ヒメアオキーブナ群集

2）クマイザサーミズナラ群落　3）エゾイタヤー

シナノキ群落　4）ミツバウツギーケヤキ群落　5）

カスミザクラーコナラ群落　B．常緑広葉樹林　6）

ヤブッバキ群落　C．風帯低木林　7）トガヒゴタ

イーカシワ群落　8）ミヤマナラ群集　9）ボツツ

ジーミヤマビャクシン群落　10）ムラサキヤシオー

スギ群落　D．火山岩礫地低木群落　1ユ）アラゲヒ

ョウタンボクーノリウツギ群落　E二埴林地　12）

ミズナラースギ群落およびスギ欄林　13）a）アカマ

ツ・クロマツ珊珊　b）ニセァカシャ植林　c）モウソ

ウチク・マダケ林14＞ヤダケ群落　F．崩壊地草

本殖物群落　15）オ早目モギーオオイタドリ群落

G．風船草原および刈取草地　16＞チシマザサ群落

17）　トウキートウゲブキ群落　18）ハマオトコヨモ

ギーススキ群落およびノハナショウブーススキ群集

19）ヒメヤブランーシバ群落およびアズマギクーシ

バ群集20）ハマオトコヨモギーコハマギク群集　K

海岸砂丘植物群落　21）オカヒジキーハマアカザ群

集22）スナビキソウーハマニンニク群落23）チ

ガヤーハマナス群落　1．塩沼地鋳物群落　24）ド

ロイーウミミドリ群落25）ヒライーシバナ群落

26＞シオクグ群集　J．低層湿原・水生禎物群落

27）ウキシバ群落　28）ウキヤガラーマコモ群集

29）チゴザサーアゼスゲ群集　30）カサスゲ群集

31）ヨシーガマ群落　32）コウホネ群落　33）アイ

アシ群落　　K．耕作地・路傍雑藥：群落　　34）ナギナ

タコウジューハチジョウナ群集およびカラスピシャ

クーニシキソウ群集　35）コシカギクーハイミチヤ

ナギ群集　36）ヨモギ群落37）カモガヤ群落38）

ヒロハイヌノヒゲーマッバイ群落39）ヤナギタデ

ーコウガイゼキショウ群落

　男鹿半島では，現存植生はさまざまな人為的影響

により，ほとんどが代償植生によっておきかえられ

ている。山地帯ではスギおよびクロマツの植林が広

い函積を占め，クロマツの植林は低地や砂丘地帯に

も広く及んでいる。丘陵地や沖積低地は畑作地や水

田としてやはり利用されている。しかし半島西部に

位置する男鹿三山の頂上部を境に，海よりの西斜面

では風衝低木林のカシワ林や，ミツバウッギーケヤ

キ群落，エゾイタヤーシナノキ群落，クマイザサー

ミズナラ群落などの夏緑広葉樹林が発達しており，

山頂部ではブナ林がわずかに残存している。また山

頂部では西海岸方面からの強い風衝を受けるため，

これらの夏緑広葉樹林も風衝形をなしており，スギ

の風衝低木林やホツッジーミヤマビャクシン群落，

ミヤマナラ群集などの風衝低木林が見られ，一部で

は風衝草原状（トウキートウゲブキ群落）になって

いる。これらの自然生の残存植生は急傾斜地の立地

の保全も含めて，貴重な存在となっている。半島の

東部に位：幽する寒風山においては火山自体が比較的

新しいこともあり，旧火口部には火山礫添地植生の

低木状マント群落（アラゲヒョウタンボクーノリウ

ツギ群落）が見られ，その他の山頂部はシバやスス

キを主体とする山地草原となっており，広大な開放

景観を呈している。これらの具体的な群落の分布と

広がりが現存浮生図（1：50，000＞に描かれている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ZUSAMMENFASSUNG

　　　　　　　Vegetation　der　｝｛alblnsel　Oga，　Pr…ifktur　Akita　in　N－Honshu　Japan．

　　　　Aklra　Miyawakj，　Shigetoshi　Okuda，　von　Yasushi　Sasaki，Kayoko　lnoue，　Hiroshi　Harada，　Kunlo

Suzukl，　Kazue　Fuj　iwara　und　Keiichi　Ohno．

　　Die　2，000　k㎡groβe　Halbinsel　erstreckt　sich　facherf6rmig　ins　Japanische　Meer．　An　der

W－Seite　der｝｛albinselliegen　die　sog．　Ogaのrelberge（Honzan　716　m，　Kenash1yama　673　m　und
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Shanzan 571 m), die alle vulkanischen Ursprungs sind. 3 runde Seen liegen auf dem P}ateau im

NW-Teil. An der E-Seite springt der Kanpuzan (355 m) etwas vor. Auch die Plateaus zwischen

den Bergen auf vulkanische Tatigkeit zurU'ck. SanddUnen breiten sich zwischen der Haldinsel Oga

und Honshus aus.

    Der warme Tsushima-Strom (Abzweigung des Kuroshio-Stromesim Japanischen Meer) beeinflu-

sst das Klima der Halbinsel. Dadurch ist die Temperatur hier h6her als Sm benachbarten Akita

und betragt irn Jahresmittel ca. H℃. Die Summe der jahrlichen Niederschlage belauft sich auf

1,600 mm. Die gegen das Japanische Meer vorspringende Halbinsel steht unter dem Einfluss des

starken NW-Monsunes, der hier eine charaktaristische Landschaft pragt.

    Die Halbinsel iiegt in vegetationskundlicher Hinsicht im Gebiet der Fagetea crenatae.Von

Juli bis Oktober 1970 wurde eine pflanzensoziologische Ge}5ndeuntersuchung durchgefifhrt. Mehr als

300 Vegetationsaufnahmen entstanden im Gebiet der natUrlichen Walder, sekundtiren Walder, Auffors-

tungen, windexponierten GebUschen, vulkanischen GesteinswUsten, KUsten, windexponierten Wiesen und

Mahwiesen. Dureh die Bearbeitung der Tabellen konnten folgende vegetationseinheiten ausgeschieden

werden :

A Sommergrifne-LEubwElder

  1) Aucubo-Fagetum crenatae 2) Sasa senanensisQuercus mongolica var.grosseserrata-

  Gesellschaft 3) Acer mono var. grabra-Tilia japonica-Gesellschaft 4) Staphylea bumalda-Zelkova

  serrata-Gesdlls¢haft 5) Prunus verecunda-Quercus serrata-Gesellschaft.

B Immergrifne-LEubwElder

  6) Camellia juponicaGesellschaft

C Windstoi(9hiederwald

  7) Saussurea nipponica var. muramatsuiQuercu'g dentata-Gesellschaft 8) Nanoquercetum

                                          . ///･
                                                                             10) Rhododendron  9) Tripetaleia paniculata-.Iunipers chinensis var. sargentii-Gesellschaft
      '
   al6rechti.i-Cayptomeria japonicaGesellschaft

D StrEchergesellschaften auf dem Vtilkanischen Kieswifste

  11) LoniceTa strophiophora=Hydrangea paniculata-Gesellschaft

E Aufforstung und Bepflanzung

  12)Quercus mongolicavar. grosseserrata-Crmptomeria J'aponica-Gesellschaft und Cryptomena Japo-

  nica-Forst 13) Pinus densifZora-Pinns thun6engii-Forst 14) Sasa J'aponica-Gesellschaft

F Krautpflanzengese}Ischaft

  15) Artemisia 7nontana-Polrsonum sachalinensis-Geselischaft

G WindstoPwiese und Mehwiesegesellschaften

  16) Sasa huTilensis-Gesellschaft 17) Angelica acutiloba-Ligularia ho(igsonii-Gesel}schaft 18) Arte-

  misiamacrocephala:Miscanthussinensis-GesellschaftundIlisi-Miscanthetumsinensis 19)

  Liriope minortZoysia j'aponica-Gesellschaft und Erigero.Zoysietumjaponicae20)

  Artemisio macrocephalae-Chrysanthemetum yezoense
H Meeredifnenpflanzen-Gesellschaften

  21)Sa}solo-Atrip1icetumsubcordatae 22)Messerschmidiasibirica-Elymusmolis-

   Gesellschaft 23) Jmperata cylindrica var. koeni.crii-Rosa rugosaGesel}schaft
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I Salzwiesengesellschaften

  24) funcus gracillimus-Glaux martima var. o6tusifoliaGesellschaft 25) funcus orokoscensis-Tri-

  glochin asiaticumGesellschaft 26) Caricetum scabrifoliae

J FIachmoor- und Wasserpfianzengesellschaften

  27) Pseudoraphis uhishiba-Gesellschaft 28) Scirpo f1u viati1is-Zizaniutu m 1atifoliae

  29) Isachno-Caricetum thunbergii 30) Caricetum dispa1atae 31) Phragmites
  communis-7b{pha latifolia-Gesellschaft 32) !Vuphar fopanicum-Gesel]schaft 33) Phaceluruetum

  latifoliae

K Unkrautgesellschaften im Acker und Wegseite

  34･) Elscholtzia patrini-Sonchus brachyotis-Assoziation und PineRia te-

  rnata-Euphorbia pseudochamae$yce-Assoziation 35) Polygonum aeque-
  le-Matricaria matricarioides-Assoziation 36) Artemisia princeps-Gesellschaft

  37) Dactylis glomeTata-Gesellsaft (Weide) 38) Eriocaulon robustus.E]leocharis acucilaris-Gesellschaft

  39) Pol>igonum hyiropiper-kencus leschenaultii-Gesellschaft･

  Wie die Karte der realen Vegetation (1:50,O(X)) zeigt, wurde in den gr6fiten "feilen der Halbinsel die

natU'rliche Vbgetation durch den Menschen ausgerottet und ErsatzgeseHschaften nehmen deren FIEchen

heute ein. Irn Bergland gibt es groi&} Gebiete mit Fbrsten von C7ypto7neria j'aponica. Darunter bis ins

Gebiet der Tiefl5nder und Dtinen wurden gro,(9flEchig Pinus thunbergii gepfianzt. Die Plateaus und

alluvialen FIEchen sind als Reisfelder genutzt. Auf dem steilen Oga-Sanzan entwickelten sich Staphyta

bumalda:Zelkova serrata-Gese}lschaft, Acer mono var. gra6Ta-Tilia Jdponica Gesellsehaft und andere

sommergrifne Laubw51der. Nur in kleinen Gebieten nahe der Gipfel haben sich Buchenw51der

(Aucubo-Fegetum crenatae) erhalten. Da die Gipfel unter starkem Windeinfiuss stehen,

sind die Baume windgeformt und windexponierte.Wiesen wie Angelic.a acutilobatLigularis hodQgsonii-

Gesellschaft und Sasa kuTilensi&Gesellschaften sind hEufig.

  Am Gipfel des jungen Vulkans Kanpuzan sind Zoysia-Weiden wie Artenzisia macrocephala:Miscan-

thus sinensis-Gesellschaft ausgebi}det. Sie bilden eine grossr5umig offene Landschaft.

  Piese noch gut erhaltenen nattirliehen und naturnahen Vk}getations-gebiete sollten auch bei rationel-

ler Nutzung der Halbinsel Oga bedacht werden und entsprechend den vegetationskundlichen Unterla-

gen unter Schutz gestellt werden.
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